









学位授与機関 法政大学 (Hosei University)
URL http://hdl.handle.net/10114/11743















































  （1）発病状況調査 
 （2）病原菌の同定 
     1）形態観察 





   1）うどんこ病 
   2）さび病 
   3）Cercospora 属群による病害 
   4）Phyllosticta 属による病害 









     1）白絹病 












   1）セイヨウオトギリソウ白絹病（新称） 
   2）カノコソウ白絹病（新称） 
   3）クマツヅラ白絹病（新称） 
   4）チゴユリ白絹病（新称） 
   5）チャイブ白絹病（新称） 
   6）ウツボグサ類白絹病（新称） 









   1）ハマボウフウ立枯病（新称） 





















































































































































図 1 セイロンニッケイ株枯れ症状および標徴 
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①セイロンニッケイ健全株（出荷用の 3 年生株） ②罹病株（主幹と葉の枯れ：3 年生株）  









図 2 セイロンニッケイ株枯れ症状罹病部の分生子層および分離菌の分生子と付着器 




ろ、Colletotrichum gloeosporioides species complex と特徴が一致した。分離菌の形態観
察、各種試験、遺伝子解析の結果から、2012 年にセイロンニッケイ株枯れ症状の病原菌を


























































表 1 東京都薬用植物園における植物菌類病発生調査対象区 
0：入園口 5：民間薬原料植物区 10：外国植物区 
1：温室 6：ケシ・アサ試験区 11：有毒植物区 
2：漢方薬原料植物区 7：製薬原料植物区 12：ロックガーデン 
3：水生植物区 8：ふれあいガーデン 13：林地 













































た。分生子柄上での分生子形成様式を観察する為に、SEM（Scanning Electron Microscope 
















切り取り、この切片を 0.25%次亜塩素酸ナトリウム水溶液（組成を（3）2 に示した）に 15
～30 秒程度浸漬して表面殺菌した。ピンセットを用いて切片を取り出した後、余分な次亜
塩素酸ナトリウムを除去するため、ろ紙に切片をのせた。その切片を WA（Water Agar、










際、胞子がまばらになるように塗布した。これを 20℃で 24 時間程度培養後、正立顕微鏡下
で胞子の発芽状況を確認した。発芽初期の単独胞子に、シャーレの裏面からマジックペン
で印をつけ、クリーンベンチ内で培地ごと切り取り、PDA 平板培地に移植した。 






法、単胞子分離法などから既報の文献（岸 國平（編） 日本植物病害大事典、小林享夫(2007) 
日本産樹木寄生菌目録）等と比較・検討することで病名や病原菌を特定した。検鏡の際、
















Available chlorine (Cl)：min.5% 




WA 培地（素寒天培地） 1000ml 
寒天 a)  18g 
蒸留水 1000ml 
a) Agar, Powder 
            和光純薬工業株式会社 
            Agar：18g 
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PDA 培地（ジャガイモ・ブドウ糖寒天培地） 1000ml 
PDA 培地 b) 39g 
寒天 3g 
蒸留水 1000ml 
b) DifcoTM Potato Dextrose Agar 
Becton,Dickinson and Company USA 
Approximate Formula Per Liter 
         Potato Sttarch (from infusion)：4g 
 Dextrose：20g 






























図 3 東京都薬用植物園 園内配置図 
 
 
①温室とその周辺 ②漢方薬原料植物区 ③水生植物区 ④有用樹木区  
⑤民間薬原料植物区 ⑥ケシ・アサ試験区 ⑦製薬原料植物区 ⑧ふれあいガーデン 
⑨染料香料植物区 ⑩ロックガーデン ⑪林地 








調査は 2013 年 4 月～2014 年 12 月に月 1～2 回行った。2013 年は 4 月 13 日・20 日、5
月 18 日、6 月 22 日、7 月 9 日・13 日・21 日、9 月 21 日、10 月 12 日、11 月 1 日・28 日
の 11 回、2014 年は 4 月 26 日、5 月 24 日、6 月 21 日、7 月 19 日、9 月 13 日、10 月 18
日、11 月 15 日、12 月 1 日の 8 回で、計 19 回実施した。採集した罹病植物は、75 科 195
属 263 種であり、合計 543 サンプル（採集し詳細を検討した標本数）であった。そのうち、
















には、バラ科（13 属 24 種）、ユリ科（13 属 15 種）が多かった。特に多く確認された病原
菌は、うどんこ病菌群（14 属）、さび病菌群（8 属）、Cercospora 属群（Cercospora 属菌、
Pseudocercospora 属菌、Cercosporella 属菌）、Colletotrichum 属菌、Phyllosticta 属菌で
あった（表 2）。 
 
表 2 東京都薬用植物園における植物菌類病の病害相の内訳 
病原菌（属数） 罹病植物内訳 
うどんこ病菌群（14 属） 37 科 65 属 77 種 
さび病菌群（8 属） 13 科 20 属 24 種 
Cercospora 属群（3 属） 17 科 24 属 28 種 
Colletotrichum 属 12 科 18 属 20 種 























Erysiphe Erysiphe Pseudoidium 
Erysiphe Microsphaera Pseudoidium 




Podosphaera Podosphaera Fibroidium 

















らの発芽管は Polygoni 型であった（図 5）。 
Pseudoidium 属菌の完全世代である Erysiphe 属には Erysiphe 節、Microsphaera 節、
Uncinula 節の 3 節が確認された。Erysiphe 属菌は主に 10～11 月に確認され、Erysiphe
節は 4 科 4 属 4 種、Microsphaera 節は 3 科 3 属 4 種、Uncinula 節は 3 科 3 属 3 種、計 9





























属 節 宿主 
Pseudoidium 属 
のみ観察された 
 アケビ ミツバアケビ セイヨウアブラナ 
ワサビダイコン センキュウ ヨロイグサ 
ソバ タマサキツヅラフジ アカメガシワ 
クコ ブドウ ウラジロガシ 
ウラルカンゾウ クララ ハギ類 
イカリソウ ユリノキ アマチャ 
Erysiphe 属のみ 
観察された 
Erysiphe ケキツネノボタン アラカシ タケニグサ 
Uncinula ボダイジュ類 エノキ マルベリー 




Erysiphe シャクヤク   


























図 5 東京都薬用植物園において観察された Pseudoidium 属および Erysiphe 属の形態 
①～⑤センキュウに発生した Pseudoidium 属菌の形態：①標徴（葉表） ②分生子柄  
③分生子 ④付着器 ⑤発芽管（Polygoni 型） 
⑥～⑨ケキツネノボタンに発生した Erysiphe 節の形態：⑥標徴（葉表）  
⑦子嚢が溢出した閉子嚢殻 ⑧子嚢 ⑨子嚢胞子 
⑩～⑭ボダイジュ類に発生した Microsphaera 節の形態：⑩標徴（葉表） ⑪閉子嚢殻 
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⑫付属糸の形態 ⑬子嚢 ⑭子嚢胞子 
⑮～⑱ウグイスカグラうどんこ病菌（Uncinula 節）の形態：⑮標徴（葉表）  
⑯子嚢が溢出した閉子嚢殻 ⑰付属糸の形態 ⑱子嚢と子嚢胞子 
 






いは僅かに膨らんでいた。分生子からの発芽管は Pannosa 型あるいは Fuliginea 型であっ
た。分生子内部にはフィブロシン体が観察された（図 6）。 
また、Fibroidium 属菌の完全世代である Podosphaera 属には Podosphaera 節、
Sphaerotheca 節の 2 節が確認された。Podosphaera 属菌は主に 10～11 月に確認され、
























表 5 東京都薬用植物園で Fibroidium 属菌および Podosphaera 属菌が観察された宿主 
属 節 宿主 
Fibroidium 属のみ 
観察された 
 トウガン ニホンカボチャ キクイモ 
シオン ハシリドコロ イヌザクラ 
イヌバラ ナニワイバラ ノイバラ 
ハナモモ ヤブサンザシ ワレモコウ 
アズキ   
Podosphaera 属のみ 
観察された 
Podosphaera アンズ ウメ ソメイヨシノ 
Sphaerotheca スイフヨウ キカラスウリ  
Fibroidium 属 
と Podosphaera 属 
の両方が観察された 
















図 6 東京都薬用植物園において観察された Fibroidium 属および Podosphaera 属の形態 
①～⑤ニホンカボチャうどんこ病菌（Fibroidium 属）の形態：①標徴（葉表）  
②分生子柄 ③分生子 ④付着器 ⑤発芽管（Fuliginea 型） 
⑥～⑨ウメうどんこ病菌（Podosphaera 節）の形態：⑥標徴（葉裏） ⑦閉子嚢殻  
⑧付属糸の形態 ⑨子嚢と子嚢胞子 
⑩～⑬キカラスウリに発生した Sphaerotheca 節の形態：⑩標徴（葉表） ⑪閉子嚢殻 
⑫子嚢 ⑭子嚢胞子 
 







29（78.8×24.9）μm であった（図 7）。 
また、Ovulariopsis 属菌の完全世代には Phyllactinia 属菌が確認されている。






×16.3～21.3（35.8×18.3）μm であった（図 7）。 
東京都薬用植物園での調査において、Ovulariopsis 属菌および Phyllactinia 属菌が観察
された宿主を以下に示した（表 6）。 
 
表 6 東京都薬用植物園で Ovulariopsis 属菌および Phyllactinia 属菌が観察された宿主 
属 宿主 
Ovulariopsis 属のみ観察された    
Phyllactinia 属のみ観察された 
イヌショウマ カジノキ マルベリー 
ヤマブキ ベニコブシ  
Ovulariopsis 属と Phyllactinia 属の 
両方が観察された 
カキノキ クワ サンシュユ 
下線は日本植物病名データベース未記録の宿主 
 








図 7 東京都薬用植物園において観察された Ovulariopsis 属および Phyllactinia 属の形態 
①～③クワうどんこ病（Ovulariopsis 属）の形態：①標徴（葉裏） ②分生子柄  
③分生子 
④～⑥ベニコブシに発生した Phyllactinia 属菌の形態：④標徴（葉裏） ⑤子嚢殻  
⑥子嚢と子嚢胞子 
 






また、Octagoidium 属菌の完全世代には Sawadaea 属菌が確認されている。Sawadaea 属








10.9）μm であった（図 8）。 




図 8  東京都薬用植物園において観察された Octagoidium 属および Sawadaea 属の形態
（カエデうどんこ病） 
①～④Octagoidium 属菌：①標徴（葉表） ②分生子柄 ③分生子 ④付着器 
⑤～⑧Sawadaea 属菌：⑤標徴（葉裏） ⑥閉子嚢殻 ⑦付属糸の形態 ⑧子嚢と子嚢胞子 
 





μm であった。菌糸上の付着器は乳頭突起状であった（図 9）。 






図 9 東京都薬用植物園において観察された Oidium 属の形態（コムギうどんこ病） 
①標徴（葉裏） ②分生子柄 ③分生子 ④付着器 ⑤分生子柄基部細胞の膨大部 
 






で大きさ（長径×短径）は 22.5～31.3×12.5～17.5（26.6×16.5）μm であった（図 10）。 
東京都薬用植物園での調査において、Pleochaeta 属菌はエノキとコナラ上に観察された。 
 














図 10 東京都薬用植物園で観察された Pleochaeta 属および Typhulochaeta 属の形態 
①～⑤Pleochaeta 属菌（①、③～⑤はエノキ、②はコナラ）：①標徴（葉裏） ②閉子嚢殻 
③付属糸の形態 ④子嚢 ⑤子嚢胞子 








表 7 東京都薬用植物園での調査において属の同定に至らなかったうどんこ病の宿主 
宿主 
フユアオイ クロガラシ ヤツマタオオバコ 
シマカンギク フジバカマ アキカラマツ 
オオツヅラフジ ゲンノショウコ ヤブガラシ 










Uromyces 属の 8 属であった（図 11）。 
 







Coleosporium 属は 9～11 月に確認され、2 科 3 属 3 種に発生していた。発生が確認され
た全ての月に、黄色の粉状胞子が豊富に形成される夏胞子が観察され、2013 年には 10 月、









 Gymnosporangium 属は 4～5 月に観察され、バラ科 5 属 6 種に発生していた。以下にカ
マツカに観察された病原菌の特徴を示す。4 月には精子世代が観察され、精子は大きさ（長
























Tranzschelia 属は 11 月にウメおよびモモに発生していた。モモに観察された夏胞子堆は
表皮下に形成され、裂開して暗褐色、粉状であった。夏胞子は先端が褐色で、表面にとげ
を有していた。大きさ（長径×短径）は 17.5～40×16.3～21.3（31.6×18）μm であった。 
今回の調査では夏胞子のみの観察であったため、今後冬胞子の観察も目指す。 
 


















×短径）は 23.8～35×15～20（28.5×17.5）μm で、柄（長さ）は 15～42.5（25.1）μm、





表 8 東京都薬用植物園における調査でさび病菌が観察された宿主 
属名 宿主 
Aecidium ヒメウツギ   
Coleosporium ゴシュユ シラン キハダ 
Gymnosporangium 
カマツカ カリン クサボケ 
ボケ マルメロ セイヨウカリン 
Ochropsora ノダフジ   
Phakopsora オオヨモギ イチジク  
Tranzschelia ウメ モモ  
Puccinia ライムギ ハナカタバミ ノビル 
Uromyces 
飛鳥野萩 ミヤギノハギ ハギ類 











図 11 東京都薬用植物園において確認されたさび病菌 
①ヒメウツギに発生していた Aecidium 属菌：A 葉裏の標徴、B さび胞子 
C 護膜細胞 
②シランさび病（Coleosporium 属菌）：A 葉裏の夏胞子堆、B 葉裏の冬胞子堆     
C 夏胞子、D 冬胞子 
③カマツカ赤星病（Gymnosporangium 属菌）：A 精子世代葉表の標徴 
B 精子器および精子、C 葉裏の毛状突起、D 葉表の毛状突起、E さび胞子 
F 護膜細胞 
④ノダフジに発生していた Ochropsora 属菌：A 葉裏の標徴、B 夏胞子 
32 
 
⑤オオヨモギさび病（Phakopsora 属菌）：A 葉表の標徴、B さび胞子 
⑥モモ褐さび病（Tranzschelia 属菌）：A 葉裏の標徴、B 夏胞子 
⑦ライムギさび病（Puccinia 属菌）：A 葉裏の標徴、B 夏胞子 
⑧カタクリさび病（Uromyces 属菌）：A 葉裏のさび胞子堆、B 葉裏の冬胞子堆     




座上に分生子を形成する。Cercospora 属菌、Pseudocercospora 属菌および Cercosporella
属菌の 3 属が確認された（図 12）。 
 








 Pseudocercospora 属菌は主に 9～11 月に確認され、14 科 17 属 20 種に発生していた。




～褐色、4～8 隔壁を有していた。（長径×短径）は 35～70×2.5～3（52×2.7）μm であっ
た。 
 











表 9 東京都薬用植物園における調査で Cercospora 属群が観察された宿主 
属名 宿主 
Cercospora 
ツワブキ シモバシラ テンニンソウ 
ケウツギ テリハノイバラ ノイバラ 
ボタン ラッカセイ  
Pseudo 
cercospora 
エゴノキ シダレエゴノキ カキノキ 
マメガキ キョウチクトウ セイヨウニンジンボク 
セキヤノアキチョウジ タチツボスミレ カルミア 
チャ マメザクラ クサボケ 
ボケ サンザシ ブドウ 
フイリシナヤマボウシ サンシュユ ハナイカダ 
レンギョウ ユズリハ  
Cercosporella カリン   
下線は日本植物病名データベース未記録の宿主 
 





















図 12 東京都薬用植物園における調査で確認された Cercospora 属群 
①ケウツギに発生していた Cercospora 属菌：A 標徴（葉表）、B 子座         
C 分生子（離脱痕が明瞭） 
②マメガキ角斑落葉病（Pseudocercospora 属菌）：A 標徴（葉表）、B 子座 
CD 分生子 















表 10 東京都薬用植物園における調査で Phyllosticta 属菌が観察された宿主 
宿主 
ヘクソカズラ センニンソウ ヒュウガトウキ 
フッキソウ アセビ ミツバツツジ 
セイヨウトチノキ マイカイ ツタ 
アメリカマンサク トサミズキ ヒュウガミズキ 
マンサク サンショウ アオキ 











図 13 東京都薬用植物園における調査で確認された Phyllosticta 属菌 
①ミツバツツジ上の菌体：A 標徴（葉表）、B 分生子殻、C 分生子柄の拡大      
DE 分生子 


















表 11 東京都薬用植物園における調査で Colletotrichum 属菌が観察された宿主 
宿主 
ニオイイリス オオミサンザシ ブドウ 
オオベンケイソウ キウイ クズ 
ヒイラギナンテン アマドコロ カイソウ 
キチジョウソウ コヤブラン セッコウジャノヒゲ 
ノシラン フイリアマドコロ ホトトギス 
エビネ キエビネ サボンソウ 

















図 14 東京都薬用植物園における調査で確認された Colletotrichum 属菌 
①エビネ炭疽病の菌体：A 標徴（葉表）、B 分生子層 
C 分生子層上に形成された分生子、D 剛毛 




白絹病は主に 6～9 月に確認され、病原菌は Sclerotium 属菌であった。発生していた植





表 12 東京都薬用植物園における調査で白絹病菌が観察された宿主 
宿主 
エダウチオオバコ セイヨウオトギリソウ カノコソウ 
クマツヅラ ウツボグサ類 イブキトラノオ 
ヤエドクダミ ドクダミ アメリカハッカクレン 
イヌサフラン カイソウ チゴユリ 
チャイブ ドイツスズラン パイナップルリリー 












































図 15 東京都薬用植物園における調査で確認された病原菌 
①Alternaria 属菌（ヤエチョウセンアサガオ）：A 標徴（葉表）、B 分生子 
②Botrytis 属菌（ニチニチソウ）：A 標徴（蕾）、B 分生子柄と分生子、C 分生子 
③Clasterosporium 属菌（アンズ）：A 標徴（葉裏）、B 分生子の付着、C 分生子 
④Cladosporium 属菌（シャクヤク）：A 標徴（葉表）、B 分生子柄と分生子 
⑤Diplocarpon 属菌（ノイバラ）：A 標徴（葉表）、B 分生子層、C 分生子 
⑥Entomosporium 属菌（マルメロ）：A 標徴（葉表）、B 分生子層、C 分生子 
⑦Exobasidium 属菌（サザンカ）：A 標徴（葉裏）、B 担子器、C SEM での形態観察 
⑧Pestalotiopsis 属菌（ホソバシャクナゲ）：A 標徴（葉表）、B 分生子殻 
40 
 
⑨Plasmopara 属菌（ブドウ）：A 標徴（葉裏）、B SEM での形態観察、C 分生子 
⑩Septoria 属菌（オミナエシ）：A 標徴（葉表）、B 分生子殻、C 分生子 
⑪Taphrina 属菌（ハナモモ）：A 標徴（葉表）、B 担子器 
⑫Thanatephorus 属菌（カイケイジオウ）：A 標徴（葉柄表面）、B 担子器と担子胞子 






4 5 6 7 9 10 11 4 5 6 7 9 10 11 12
アオイ スイフヨウ Hibiscus mutabilis  L. ‘Versicolor’ うどんこ病 Sphaerotheca 2 3 13M0250
スイフヨウ Hibiscus mutabilis  L. ‘Versicolor’ うどんこ病 Sphaerotheca 2 3 13M0283
フユアオイ Malva verticillata  L. var. verticillata うどんこ病 不明 2 2 13M0287
アブラナ クロガラシ Brassica nigra うどんこ病 不明 9 2 14M0045
セイヨウアブラナ Brassica napus L. うどんこ病 Pseudoidium 8 2 14M0051
アヤメ ニオイイリス Iris florentina 炭疽病 Colletotrichum 7 2 14M0014
ウコギ ウド Aralia cordata Thunb. Macrophoma 2 3 14M0121
オタネニンジン Panax ginseng C.A.Mey. Rhizoctonia 2 3 13M0109
ウリ キカラスウリ Trichosanthes kirilowii  Maxim. var. japonica (Miq.) Kitam. うどんこ病 Sphaerotheca 2 2 13M0248
キカラスウリ Trichosanthes kirilowii  Maxim. var. japonica (Miq.) Kitam. うどんこ病 Sphaerotheca 13 3 13M0274
キカラスウリ Trichosanthes kirilowii  Maxim. var. japonica (Miq.) Kitam. うどんこ病 Sphaerotheca 2 3 13M0282
キカラスウリ Trichosanthes kirilowii  Maxim. var. japonica (Miq.) Kitam. うどんこ病 Sphaerotheca 2 3 14M0162
キカラスウリ Trichosanthes kirilowii  Maxim. var. japonica (Miq.) Kitam. うどんこ病 Sphaerotheca 2 4 14M0202
エゴノキ シダレエゴノキ Styrax japonica Sieb. et Zucc. cv. shidareegonoki 褐斑病 Pseudocercospora 10 3 13M0174
シダレエゴノキ Styrax japonica Sieb. et Zucc. cv. shidareegonoki 褐斑病 Pseudocercospora 10 3 13M0225
オオバコ プランタゴ・サイリウム Plantago psyllium  L. Rhizoctonia 5 3 13M0064
プランタゴ・サイリウム Plantago psyllium  L. 白絹病 Sclerotium rolfsii 5 2 13M0065
プランタゴ・サイリウム Plantago psyllium  L. 白絹病 Sclerotium rolfsii 5 2 14M0070
プランタゴ・サイリウム Plantago psyllium  L. 白絹病 Sclerotium rolfsii 5 3 14M0097
ヤツマタオオバコ Plantago japonica f. polystachya うどんこ病 不明 5 2 13M0168
カタバミ ハナカタバミ Oxalis bowieana Lodd. さび病 Puccinia 4 3 14M0062
キク シマカンギク Chrysanthemum indicum  L.var. indicum うどんこ病 不明 2 2 13M0281
フジバカマ Eupatorium japonicum  Thunb. うどんこ病 不明 13 3 13M0075
フジバカマ Eupatorium japonicum  Thunb. うどんこ病 不明 13 3 14M0084
キンポウゲ アキカラマツ Thalictrum minus  L. var. hypoleucum うどんこ病 不明 5 3 14M0095
イヌショウマ Cimicifuga biternata  (Siebold et Zucc.) Miq. うどんこ病、炭疽病 Phyllactinia、Colletotrichum 12 3 14M0214
ケキツネノボタン Ranunculus cantoniensis  DC. うどんこ病 Erysiphe 11 3 14M0227
センニンソウ Clematis terniflora  DC. Phyllosticta 11 3 14M0191
クマツヅラ セイヨウニンジンボク Vitex agnus-castus 褐斑病 Pseudocercospora 5 2 13M0216
セイヨウニンジンボク Vitex agnus-castus 褐斑病 Pseudocercospora 5 2 14M0132
ヤブムラサキ Callicarpa mollis  Siebold et Zucc. うどんこ病 Typhulochaeta 4 4 14M0233
クワ カジノキ Broussonetia papyrifera  (L.) L' Her. ex Vent. うどんこ病 Phyllactinia 13 2 13M0293
カジノキ Broussonetia papyrifera  (L.) L' Her. ex Vent. うどんこ病 Phyllactinia 4 4 14M0226
マルベリー Morus sp. 表うどんこ病、裏うどんこ病 Uncinula、Phyllactinia 8 3 13M0271
ケシ シャーレーポピー Papaver rhoeas ‘Shirley’ べと病 Plasmopara 5 2 14M0025
タケニグサ Macleaya cordata (Willd.) R.Br. うどんこ病 Erysiphe 11 1 13M0276
表13　東京都薬用植物園において薬用植物に発生した未記録の植物病害





4 5 6 7 9 10 11 4 5 6 7 9 10 11 12
ゴマノハグサ カイケイジオウ Rehmannia glutinosa Libos. var. hueichingensis Phoma 2 3 14M0118
シソ イヌゴマ Stachys aspera Michx. var. hispidula  (Regel) Vorosch. うどんこ病 Fibroidium 4 3 14M0123
シモバシラ Keiskea　japonica  Miq. Pseudocercospora 12 3 13M0229
セキヤノアキチョウジ Isodon effusus  (Maxim.) H. Hara Pseudocercospora 12 3 13M0228
テンニンソウ Leucosceptrum japonicum  (Miq.) Kitam. et Murata Pseudocercospora 12 3 14M0180
Prunella Prunella  sp. 白絹病 Sclerotium rolfsii 12 1 13M0086
スイカズラ ケウツギ Weigela sanguinea (Nakai) Nakai Pseudocercospora 12 3 13M0269
ケウツギ Weigela sanguinea (Nakai) Nakai Pseudocercospora 12 3 14M0211
スミレ タチツボスミレ Viola grypoceras  A. Gray var. grypoceras Pseudocercospora 12 4 14M0182
セリ センキュウ Ligusticum officinale  (Makino) Kitag. うどんこ病 Pseudoidium 2 3 14M0092
ハマボウフウ Glehnia littoralis  F. Schmidt ex Miq. Rhizoctonia solani 2 2 13M0245
ヒュウガトウキ Angelica furcijuga Kitagawa Phyllosticta 5 3 14M0101
ボウフウ Saposhnikovia seseloides  (Hoffm.) Kitag. Rhizoctonia solani 2 2 13M0204
ミシマサイコ Bupleurum scorzonerifolium  Willd. Rhizoctonia solani 4 2 13M0013
ヨロイグサ Angelica dahurica (Fisch.) Benth. et Hook. F. ex Franch. et Sav. うどんこ病 Pseudoidium 2 2 13M0107
ツツジ オオムラサキツツジ Rhododendron×pulchrum  Sweet ‘Oomurasaki’ もち病 Exobasidium 1 1 13M0048
オオムラサキツツジ Rhododendron×pulchrum  Sweet ‘Oomurasaki’ もち病 Exobasidium 13 1 13M0292
オオムラサキツツジ Rhododendron×pulchrum  Sweet ‘Oomurasaki’ もち病 Exobasidium 1 2 14M0036
ホソバシャクナゲ Rhododendron makinoi Tagg ex Nakai ペスタロチア病 Pestalotiopsis 8 1 13M0235
ホソバシャクナゲ Rhododendron makinoi Tagg ex Nakai Macrophoma 8 3 14M0222
ミツバツツジ Rhododendron dilatatum  Miq. var. dilatatum 斑点病 Phyllosticta 0 3 13M0144
ミツバツツジ Rhododendron dilatatum  Miq. var. dilatatum Macrophoma 12 2 14M0145
ツヅラフジ オオツヅラフジ Sinomenium acutum  (Thunb.) Rehder et E. H. Wilson うどんこ病 不明 2 2 14M0116
トチノキ セイヨウトチノキ Aesculus hippocastanum  L. Phyllosticta 8 4 14M0149
セイヨウトチノキ Aesculus hippocastanum  L. Phyllosticta 8 4 14M0187
ナス ハシリドコロ Scopolia japonica Maxim. うどんこ病 Fibroidium 7 2 14M0043
ハシリドコロ Scopolia japonica Maxim. うどんこ病 Fibroidium 7 4 14M0074
ナデシコ カワラナデシコ Dianthus superbus  L. var. longicalycinus  (Maxim.) F. N. Williams さび病 不明 12 3 13M0089
サボンソウ Saponaria officinalis  L. 炭疽病、提案予定 Colletotrichum、Rhizoctonia solani 5 2 14M0100
ヌマミズキ ハンカチノキ Davidia involucrata Macrophoma 13 1 13M0237
ネギ ノビル Allium macrostemon  Bunge さび病 Puccinia allii 4 2 14M0002
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バラ イヌザクラ Padus buergeriana (Miq.) T. T. Yu et T. C. Ku うどんこ病 Fibroidium 14 3 14M0081
イヌバラ（Rosa canina） Rosa canina うどんこ病 Fibroidium 2 3 13M0079
イヌバラ（Rosa canina） Rosa canina Phoma 9 2 13M0171
イヌバラ（Rosa canina） Rosa canina 黒星病 Diplocarpon 2 2 13M0197
イヌバラ（Rosa canina） Rosa canina 黒星病 Diplocarpon 2 4 14M0114
オオミサンザシ Crataegus pinnatifida var. major 炭疽病 Colletotrichum 10 1 13M0224
クサボケ Chaenomeles japonica  (Thunb.) Lindl. ex Spach 赤星病 Gymnosporangium 4 1 13M0018
クサボケ Chaenomeles japonica  (Thunb.) Lindl. ex Spach 赤星病 Gymnosporangium 4 2 14M0012
クサボケ Chaenomeles japonica  (Thunb.) Lindl. ex Spach 赤星病 Gymnosporangium 4 3 14M0041
クサボケ Chaenomeles japonica  (Thunb.) Lindl. ex Spach 斑点病 Pseudocercospora 4 3 13M0160
クサボケ Chaenomeles japonica  (Thunb.) Lindl. ex Spach 斑点病 Pseudocercospora 5 3 13M0163
クサボケ Chaenomeles japonica  (Thunb.) Lindl. ex Spach 斑点病 Pseudocercospora 5 2 13M0217
クサボケ Chaenomeles japonica  (Thunb.) Lindl. ex Spach 斑点病 Pseudocercospora 5 3 14M0177
スイートブライヤー Rosa rubiginosa 黒星病 Diplocarpon 9 1 13M0172
スイートブライヤー Rosa rubiginosa 黒星病 Diplocarpon 9 1 13M0222
ソメイヨシノ Cerasus×yedoensis  (Matsum.) A. V. Vassil. ‘Somei-yoshino’ うどんこ病 Podosphaera 4 3 13M0307
テリハノイバラ Rosa luciae  Franch. et Rochebr. ex Crep. 葉枯病 Pseudocercospora 12 2 13M0175
テリハノイバラ Rosa luciae  Franch. et Rochebr. ex Crep. 葉枯病 Pseudocercospora 12 3 14M0108
ナニワイバラ Rosa laevigata  Michx. var. laevigata うどんこ病 Fibroidium 10 3 14M0048
ノイバラ Rosa multiflora Thunb. var. multiflora うどんこ病 Fibroidium 4 1 13M0017
ノイバラ Rosa multiflora Thunb. var. multiflora うどんこ病 Fibroidium 5 3 14M0072
ノイバラ Rosa multiflora Thunb. var. multiflora 葉枯病 Pseudocercospora 4 2 13M0161
ノイバラ Rosa multiflora Thunb. var. multiflora 黒星病 Diplocarpon 13 3 14M0156
ハナモモ Amygdalus persica  L. 縮葉病 Taphrina 4 2 13M0050
ハナモモ Amygdalus persica  L. 縮葉病 Taphrina 4 3 14M0057
ハナモモ Amygdalus persica  L. うどんこ病 Fibroidium 2 1 13M0114
マイカイ Rosa maikwai H. Hara Phyllosticta 2 2 13M0150
マイカイ Rosa maikwai H. Hara Phyllosticta 2 3 13M0208
マメザクラ Cerasus incisa (Thunb.) Loisel. var. incisa 穿孔褐斑病 Pseudocercospora 12 3 14M0142
ヤブサンザシ Ribes fasciculatum  Siebold et Zucc. うどんこ病 Fibroidium 4 2 13M0059
ヤマザクラ Cerasus jamasakura (Siebold ex Koidz.) H. Ohba Septoria 12 3 14M0215
ヤマブキ Kerria japonica (L.) DC. うどんこ病 Typhulochaeta、Phyllactinia 13 2 14M0234
ヒユ マルバイノコズチ Achyranthes fauriei  f. rotundifolia 白さび病 不明 2 3 13M0105
フウロソウ ゲンノショウコ Geranium thunbergii  Siebold ex Lindl. et Paxton うどんこ病 不明 5 2 13M0063
ブドウ ヤブガラシ Cayratia japonica (Thunb.) Gagnep. うどんこ病 不明 4 1 14M0198




4 5 6 7 9 10 11 4 5 6 7 9 10 11 12
ブナ コナラ Quercus serrata Murray うどんこ病 Pleochaeta 13 3 14M0232
ピンオーク Quercus palustris Tubakia 10 3 14M0178
ベンケイソウ オオベンケイソウ Hylotelephium spectabile  (Boreau) H. Ohba 炭疽病 Colletotrichum 5 1 13M0164
ボタン ボタン Paeonia suffruticosa Andrews Pseudocercospora variicolor 2 3 14M0166
マメ ウラルカンゾウ Glycyrrhiza uralensis  Fisher うどんこ病 Pseudoidium 2 2 13M0254
ウラルカンゾウ Glycyrrhiza uralensis  Fisher うどんこ病 Pseudoidium 2 3 13M0286
ウラルカンゾウ Glycyrrhiza uralensis  Fisher うどんこ病 不明 2 3 14M0091
エビスグサ Senna obtusifolia  (L.) H. S. Irwin et Barneby うどんこ病 不明 5 1 14M0135
クズ Pueraria lobata (Willd.) Ohwi 炭疽病 Colletotrichum 2 3 14M0203
クララ Sophora flavescens  Aiton うどんこ病 Pseudoidium 2 3 13M0054
クララ Sophora flavescens  Aiton うどんこ病 不明 2 3 14M0201
ノダフジ Wisteria floribunda  (Willd.) DC. さび病 Ochropsora 4 2 13M0151
ノダフジ Wisteria floribunda  (Willd.) DC. さび病 Ochropsora 4 2 13M0210
ミヤギノハギ Lespedeza thunbergii  (DC.) Nakai subsp. thunbergii さび病 Uromyces lespedezaeprocumbentis 12 3 13M0268
ミヤギノハギ Lespedeza thunbergii  (DC.) Nakai subsp. thunbergii さび病 Uromyces 12 4 14M0212
ムラサキセンダイハギ Baptisia australis Baptisia うどんこ病 不明 4 3 13M0211
Lesspedeza sp. Lespedeza sp. さび病 Uromyces lespedezaeprocumbentis 4 4 14M0213
マンサク アメリカマンサク Hamamelis virginiana 葉枯病 Phyllosticta 13 1 13M0039
トサミズキ Corylopsis spicata  Siebold et Zucc. Phyllosticta 12 2 13M0231
トサミズキ Corylopsis spicata  Siebold et Zucc. うどんこ病 Microsphaera 12 2 14M0217
ヒュウガミズキ Corylopsis pauciflora  Siebold et Zucc. Phyllosticta 4 3 13M0146
ヒュウガミズキ Corylopsis pauciflora  Siebold et Zucc. Phyllosticta 4 3 13M0198
ミカン ゴシュユ Tetradium ruticarpum  (Juss.) T. G. Hartley var. ruticarpum さび病 Coleosporium 14 2 14M0220
サンショウ Zanthoxylum piperitum  (L.) DC. Phyllosticta 2 2 14M0160
ミズキ セイヨウサンシュユ Cornus mas とうそう病 Elsinoë 13 3 14M0029
ハナイカダ Helwingia japonica (Thunb.) F. Dietr. subsp. japonica Cladosporium 13 3 13M0303
フイリシナヤマボウシ Cornus kousa 'Wolf Eyes' 斑点病 Pseudocercospora 13 3 13M0191
メギ イカリソウ Epimedium grandiflorum  C. Morren var. thunbergianum  (Miq.) Nakai うどんこ病 不明 5 2 13M0116
イカリソウ Epimedium grandiflorum  C. Morren var. thunbergianum  (Miq.) Nakai うどんこ病 Pseudoidium 5 2 14M0073
モクレン ベニコブシ Magnolia stellata  var. keiskei うどんこ病 Phyllactinia 8 2 13M0290
ユキノシタ ヒメウツギ Deutzia gracilis  Siebold et Zucc. さび病 Aecidium 13 1 13M0077
ヤグルマソウ Rodgersia podophylla  A. Gray Phyllosticta 12 2 14M0109
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ユリ アマドコロ Polygonatum odoratum  (Mill.) Druce var. pluriflorum  (Miq.) Ohwi 炭疽病 Colletotrichum 5 4 13M0262
アマドコロ Polygonatum odoratum  (Mill.) Druce var. pluriflorum  (Miq.) Ohwi 炭疽病 Colletotrichum 5 3 14M0127
オオアマドコロ Polygonatum odoratum  var. maximowiczii 褐色斑点病 Phyllosticta 5 3 14M0128
カイソウ Urginea maritima Colletotrichum 5 3 13M0008
カイソウ Urginea maritima 白絹病 Sclerotium rolfsii 5 1 13M0092
コヤブラン Liliope spicata Lour. 炭疽病 Colletotrichum 2 4 13M0024
コヤブラン Liliope spicata Lour. 炭疽病 Colletotrichum 2 3 13M0251
コヤブラン Liliope spicata Lour. 炭疽病 Colletotrichum 2 3 14M0065
セッコウジャノヒゲ Ophiopogon chekiangensis 炭疽病 Colletotrichum 2 1 14M0004
ナルコユリ Polygonatum falcatum  A. Gray Rhizoctonia solani 5 3 13M0117
ノシラン Ophiopogon jaburan  Ophiopogon 炭疽病 Colletotrichum 4 2 13M0030
ノシラン Ophiopogon jaburan  Ophiopogon 炭疽病 Colletotrichum 3 3 13M0192
フイリアマドコロ Polygonatum odoratum  var. pluriflorum 炭疽病 Colletotrichum 5 3 14M0129
Vertrurn nigrum Veratrum nigrum 白絹病 Sclerotium rolfsii 12 2 13M0082
キエビネ Calanthe sieboldii 炭疽病 Colletotrichum 12 2 14M0018
キエビネ Calanthe sieboldii 炭疽病 Colletotrichum 13 2 14M0035
ササバギンラン Cephalanthera longibracteata Blume Phomopsis 未記録 2 13M0140
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アオイ ウスベニアオイ Malva sylvestris 未同定 7 1 14M0046
スイフヨウ Hibiscus mutabilis  L. ‘Versicolor’ うどんこ病 Sphaerotheca 2 3 13M0250
スイフヨウ Hibiscus mutabilis  L. ‘Versicolor’ うどんこ病 Sphaerotheca 2 3 13M0283
タチアオイ Althaea rosea (L.) Cav. 未同定 5 3 13M0094
フユアオイ Malva verticillata  L. var. verticillata うどんこ病 不明 2 2 13M0287
フユアオイ Malva verticillata  L. var. verticillata 虫害 4 3 14M0010
アカネ クチナシ Gardenia jasminoides  Ellis var.jasminoides 未同定 2 3 14M0005
ヘクソカズラ Paederia scandens  (Lour.) Merr. 灰褐斑病 Phyllosticta 5 2 14M0133
ヘクソカズラ Paederia scandens  (Lour.) Merr. 灰褐斑病 Phyllosticta 5 3 14M0176
アケビ アケビ Akebia quinata  (Houtt.) Decne. うどんこ病 Pseudoidium 4 2 13M0042
アケビ Akebia quinata  (Houtt.) Decne. うどんこ病 Pseudoidium 4 1 13M0058
ミツバアケビ Akebia trifoliata  (Thunb.) Koidz. うどんこ病 Pseudoidium 4 1 13M0027
ミツバアケビ Akebia trifoliata  (Thunb.) Koidz. うどんこ病 Pseudoidium 4 3 13M0057
ミツバアケビ Akebia trifoliata  (Thunb.) Koidz. うどんこ病 Pseudoidium 4 3 14M0066
アブラナ クロガラシ Brassica nigra うどんこ病 不明 9 2 14M0045
セイヨウアブラナ Brassica napus L. うどんこ病 Pseudoidium 8 2 14M0051
ワサビダイコン Armoracia rusticana P. Gaertn., B. Mey. et Scherb. うどんこ病 Pseudoidium 9 3 14M0079
アヤメ アヤメ Iris sanguinea Hornem. var. sanguinea 未同定 12 3 13M0124
ニオイイリス Iris florentina 炭疽病 Colletotrichum 7 2 14M0014
イネ コムギ Triticum aestivum  L. うどんこ病 Oidium 8 3 14M0052
ライムギ Secale cereale  L. さび病 Puccinia 5 3 14M0076
ウコギ ウド Aralia cordata  Thunb. 未同定 2 3 13M0202
ウド Aralia cordata  Thunb. Macrophoma 2 3 14M0121
オタネニンジン Panax ginseng C.A.Mey. Rhizoctonia 2 3 13M0109
トチバニンジン Panax japonicus  C.A.Mey. 未同定 12 2 13M0121
ウリ カラスウリ Trichosanthes cucumeroides  (Ser.) Maxim. ex Franch. Et Sav. 未同定 5 1 13M0263
キカラスウリ Trichosanthes kirilowii  Maxim. var. japonica (Miq.) Kitam. うどんこ病 Sphaerotheca 2 2 13M0248
キカラスウリ Trichosanthes kirilowii  Maxim. var. japonica (Miq.) Kitam. うどんこ病 Sphaerotheca 13 3 13M0274
キカラスウリ Trichosanthes kirilowii  Maxim. var. japonica (Miq.) Kitam. うどんこ病 Sphaerotheca 2 3 13M0282
キカラスウリ Trichosanthes kirilowii  Maxim. var. japonica (Miq.) Kitam. うどんこ病 Sphaerotheca 2 3 14M0162
キカラスウリ Trichosanthes kirilowii  Maxim. var. japonica (Miq.) Kitam. うどんこ病 Sphaerotheca 2 4 14M0202
トウガン Benincasa hispida (Thunb.) Cogn. Rhizoctonia solani 2 2 13M0148
トウガン Benincasa hispida (Thunb.) Cogn. うどんこ病 Fibroidium 2 3 14M0119
ニホンカボチャ Cucurbita moschata うどんこ病 Fibroidium 5 3 14M0107
エゴノキ エゴノキ Styrax japonica Siebold et Zucc. 褐斑病 Pseudocercospora 13 2 13M0296
シダレエゴノキ Styrax japonica Sieb. et Zucc. cv. shidareegonoki 褐斑病 Pseudocercospora 10 3 13M0174
シダレエゴノキ Styrax japonica Sieb. et Zucc. cv. shidareegonoki 褐斑病 Pseudocercospora 10 3 13M0225
オオバコ オオバコ Plantago asiatica うどんこ病 不明 5 3 13M0169
プランタゴ・サイリウム Plantago psyllium  L. Rhizoctonia 5 3 13M0064
プランタゴ・サイリウム Plantago psyllium  L. 白絹病 Sclerotium rolfsii 5 2 13M0065
プランタゴ・サイリウム Plantago psyllium  L. 白絹病 Sclerotium rolfsii 5 2 14M0070
プランタゴ・サイリウム Plantago psyllium  L. 白絹病 Sclerotium rolfsii 5 3 14M0097
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オトギリソウ オトギリソウ Hypericum erectum Thunb. var. erectum 未同定 12 2 13M0180
オトギリソウ Hypericum erectum Thunb. var. erectum 未同定 5 3 14M0130
キンシバイ Hypericum patulum  Thunb. 未同定 4 3 14M0008
セイヨウオトギリソウ Hypericum perforatum  L. 白絹病 Sclerotium rolfsii 12 2 13M0081
セイヨウオトギリソウ Hypericum perforatum  L. 未同定 12 2 14M0078
トモエソウ Hypericum ascyron  L. subsp. ascyron   var. ascyron 未同定 12 2 13M0088
ヒペリカム”ヒドコート” Hypericum patulum 'Hidcote' 未同定 4 2 13M0001
ヒペリカム”ヒドコート” Hypericum patulum 'Hidcote' 未同定 4 3 13M0055
ヒペリカム”ヒドコート” Hypericum patulum 'Hidcote' 未同定 4 2 13M0103
ヒペリカム”ヒドコート” Hypericum patulum 'Hidcote' 未同定 4 1 13M0155
オミナエシ オミナエシ Patrinia scabiosifolia  Fisch. ex Trevir. 未同定 12 3 13M0230
オミナエシ Patrinia scabiosifolia  Fisch. ex Trevir. 褐斑病、炭疽病 Septoria、Colletotrichum 12 2 14M0147
オミナエシ Patrinia scabiosifolia  Fisch. ex Trevir. 褐斑病 Septoria 12 1 14M0179
オミナエシ Patrinia scabiosifolia  Fisch. ex Trevir. うどんこ病 不明 2 3 14M0200
カノコソウ Valeriana fauriei Briq. 白絹病 Sclerotium rolfsii 5 2 13M0091
カエデ イロハモミジ Acer palmatum  Thunb. 未同定 13 2 13M0190
イロハモミジ Acer palmatum  Thunb. うどんこ病 不明 13 3 13M0240
イロハモミジ Acer palmatum  Thunb. うどんこ病 不明 13 2 14M0055
イロハモミジ Acer palmatum  Thunb. うどんこ病 Sawadaea 13 3 13M0277
イロハモミジ Acer palmatum  Thunb. うどんこ病 Sawadaea 13 3 13M0302
イロハモミジ Acer palmatum  Thunb. うどんこ病 Sawadaea 13 4 14M0228
イロハモミジ Acer palmatum  Thunb. うどんこ病 Octagoidium 13 3 14M0082
カキノキ カキノキ Diospyros kaki  Thunb. 角斑落葉病 Pseudocercospora 4 1 13M0212
カキノキ Diospyros kaki  Thunb. うどんこ病 Phyllactinia 4 未 13M0280
カキノキ Diospyros kaki  Thunb. うどんこ病 Ovulariopsis 4 2 14M0170
カキノキ Diospyros kaki  Thunb. うどんこ病、角斑落葉病 Phyllactinia、Pseudocercospora kaki 4 4 14M0206
カキノキ Diospyros kaki  Thunb. 未同定 4 2 14M0094
マメガキ Diospyros lotus  L. 角斑落葉病 Pseudocercospora kaki 9 3 13M0173
マメガキ Diospyros lotus  L. 角斑落葉病 Pseudocercospora kaki 9 3 13M0223
カタバミ カタバミ Oxalis corniculata  L. Thanatephorus 2 1 14M0060
ハナカタバミ Oxalis bowieana Lodd. さび病 Puccinia 4 3 14M0062
カヤツリグサ カワラスゲ Carex incisa  Boott 未同定 12 2 14M0077
キキョウ キキョウ Platycodon grandiflorus  (Jacq.) A. DC. 立枯病 Rhizoctonia solani 2 2 13M0205
ホタルブクロ Campanula punctata Lam. var. punctata 未同定 12 1 13M0087
ロベリア Lobelia erinus  L. 未同定 12 3 13M0120
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キク エキナケア・パリダ Echinacea pallida  Nutt. 未同定 2 1 14M0113
オオユウガギク Aster robustus  (Makino) Yonek. 未同定 12 2 13M0126
オオヨモギ Artemisia montana (Nakai) Pamp. さび病 Phakoposora artemisiae 2 3 14M0087
オオヨモギ Artemisia montana (Nakai) Pamp. さび病 Phakoposora artemisiae 2 3 14M0117
カワラヨモギ Artemisia capillaris  Thunb. 未同定 2 2 13M0100
カワラヨモギ Artemisia capillaris  Thunb. 未同定 2 3 14M0037
カワラヨモギ Artemisia capillaris  Thunb. 未同定 2 3 14M0061
キク Chrysanthemum norifolium  Ramat. 未同定 2 3 13M0101
キク Chrysanthemum norifolium  Ramat. 未同定 2 2 14M0115
キクイモ Helianthus tuberosus  L. うどんこ病 Fibroidium 4 3 13M0257
ゴボウ Arctium lappa L. うどんこ病 不明 2 3 13M0284
シオン Aster tataricus  L. f. うどんこ病 Fibroidium 2 14M0161
シオン Aster tataricus  L. f. うどんこ病 Fibroidium 2 3 13M0102
シマカンギク Chrysanthemum indicum  L.var. indicum 未同定 2 1 13M0199
シマカンギク Chrysanthemum indicum  L.var. indicum 未同定 2 2 13M0022
シマカンギク Chrysanthemum indicum  L.var. indicum うどんこ病 不明 2 2 13M0281
シナオケラ Atractylodes lancea 未同定 2 2 13M0108
ツワブキ Farfugium japonicum  (L.) Kitam. Cercospora 5 3 14M0099
ツワブキ Farfugium japonicum  (L.) Kitam. 未同定 5 3 14M0131
フジバカマ Eupatorium japonicum  Thunb. うどんこ病 不明 13 3 13M0075
フジバカマ Eupatorium japonicum  Thunb. うどんこ病 不明 13 3 14M0084
マリーゴールド Tagetes spp. 虫害 0 2 14M0159
ミブヨモギ Artemisia maritima ssp. 未同定 7 2 14M0044
ヤクシソウ Crepidiastrum denticulatum  (Houtt.) J. H. Pak et Kawano 未同定 4 2 13M0136
キョウチクトウ キョウチクトウ Nerium oleander  L. var. indicum  (Mill.) O. Deg. et Greenwell 8 3 13M0004
キョウチクトウ Nerium oleander  L. var. indicum  (Mill.) O. Deg. et Greenwell 雲紋病 Pseudocercospora 8 2 13M0036
キョウチクトウ Nerium oleander  L. var. indicum  (Mill.) O. Deg. et Greenwell 未同定 11 2 13M0227
ニチニチソウ Catharanthus roseus (L.) G. Don 灰色かび病 Botrytis 5 2 13M0078
ニチニチソウ Catharanthus roseus (L.) G. Don 灰色かび病 Botrytis 5 2 13M0266
ニチニチソウ Catharanthus roseus (L.) G. Don 灰色かび病 Botrytis 7 4 14M0208
キンポウゲ アキカラマツ Thalictrum minus  L. var. hypoleucum うどんこ病 不明 5 3 14M0095
イヌショウマ Cimicifuga biternata  (Siebold et Zucc.) Miq. 未同定 12 1 14M0181
イヌショウマ Cimicifuga biternata  (Siebold et Zucc.) Miq. うどんこ病、炭疽病 Phyllactinia、Colletotrichum 12 3 14M0214
ケキツネノボタン Ranunculus cantoniensis  DC. うどんこ病 Erysiphe 11 3 14M0227
センニンソウ Clematis terniflora  DC. 未同定 11 3 14M0111
センニンソウ Clematis terniflora  DC. Phyllosticta 11 3 14M0191
ヤマオダマキ Aquilegia buergeriana Siebold et Zucc. var. buergeriana 未同定 12 3 13M0123
クスノキ ゲッケイジュ Laurus nobilis  L. 未同定 13 2 13M0043
ゲッケイジュ Laurus nobilis  L. 未同定 13 2 13M0239
テンダイウヤク Lindera aggregata (Sims) Kosterm. 未同定 4 1 13M0152
テンダイウヤク Lindera aggregata (Sims) Kosterm. 未同定 4 2 14M0205
ニッケイ Cinnamomum sieboldii  Meisn. 4 2 13M0003
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クマツヅラ クマツヅラ Verbena officinalis  L. 白絹病 Sclerotium rolfsii 5 3 13M0093
クマツヅラ Verbena officinalis  L. 白絹病 Sclerotium rolfsii 5 3 13M0166
セイヨウニンジンボク Vitex agnus-castus 褐斑病 Pseudocercospora 5 2 13M0216
セイヨウニンジンボク Vitex agnus-castus 褐斑病 Pseudocercospora 5 2 14M0132
ヤブムラサキ Callicarpa mollis  Siebold et Zucc. うどんこ病 Typhulochaeta 4 4 14M0233
クルミ テウチグルミ Juglans regia  L. var. orientis Kitam. 未同定 4 2 14M0158
クワ イチジク（ドーフィン） Ficus carica L. さび病 Phakospora nishidana 14 2 13M0184
イチジク（ドーフィン） Ficus carica L. さび病 Phakospora nishidana 14 3 14M0185
イチジク（ドーフィン） Ficus carica L. さび病 Phakospora nishidana 14 4 14M0218
イチジク（ドーフィン） Ficus carica L. 未同定 14 3 13M0234
イチジク（ドーフィン） Ficus carica L. 未同定 14 1 14M0080
イヌビワ Ficus erecta Thunb. var. erecta 未同定 13 2 13M0298
カジノキ Broussonetia papyrifera  (L.) L' Her. ex Vent. うどんこ病 Phyllactinia 13 2 13M0293
カジノキ Broussonetia papyrifera  (L.) L' Her. ex Vent. うどんこ病 Phyllactinia 4 4 14M0226
クワ Morus australis  Poir. 裏うどんこ病 Ovulariopsis 4 3 13M0206
クワ Morus australis  Poir. 裏うどんこ病 Phyllactinia moricol 4 3 14M0169
マルベリー Morus sp. 表うどんこ病、裏うどんこ病 Uncinula、Phyllactinia 8 3 13M0271
ケシ アイスランドポピー Papaver nudicaule 灰色かび病 Botrytis cinerea 5 2 14M0024
シャーレーポピー Papaver rhoeas ‘Shirley’ べと病 Plasmopara 5 2 14M0025
タケニグサ Macleaya cordata (Willd.) R.Br. うどんこ病 Erysiphe 11 1 13M0276
ハナビシソウ Eschscholzia californica  Cham. 未同定 14 1 13M0015
ヒナゲシ Papaver rhoeas L. 未同定 14 3 13M0014
ヒナゲシ Papaver rhoeas L. 灰色かび病 Botrytis cinerea 5 2 14M0023
ゴマ ゴマ Sesamum indicum  L. うどんこ病 不明 8 3 14M0148
ゴマノハグサ カイケイジオウ Rehmannia glutinosa Libos. var. hueichingensis Rhizoctonia solani 2 2 13M0012
カイケイジオウ Rehmannia glutinosa Libos. var. hueichingensis Thanatephorus 2 2 14M0089
カイケイジオウ Rehmannia glutinosa Libos. var. hueichingensis Phoma 2 1 13M0147
カイケイジオウ Rehmannia glutinosa Libos. var. hueichingensis Phoma 2 3 13M0203
カイケイジオウ Rehmannia glutinosa Libos. var. hueichingensis Phoma 2 3 14M0118
ゲンジン Scrophularia ningpoensis 未同定 2 3 14M0204
Scrophularia ningpoensis Scrophularia ningpoensis 未同定 2 3 13M0285
サクラソウ オカトラノオ Lysimachia clethroides  Duby 未同定 12 2 13M0070
サトイモ アムールテンナンショウ Arisaema amurense 未同定 10 3 13M0118
シソ イヌゴマ Stachys aspera Michx. var. hispidula  (Regel) Vorosch. うどんこ病 Fibroidium 4 3 14M0123
イヌゴマ Stachys aspera Michx. var. hispidula  (Regel) Vorosch. うどんこ病 Sphaerotheca 4 3 14M0165
カワミドリ Agastache rugosa (Fisch. Et C. A. Mey.) Kuntze 虫害 2 3 14M0125
クルマバナ Clinopodium urticifolium  (Hance) C. Y. Wu et Hsuan ex H. W. Li 未同定 12 2 13M0122
シモバシラ Keiskea　japonica  Miq. Cercospora 12 3 13M0229
セキヤノアキチョウジ Isodon effusus  (Maxim.) H. Hara Pseudocercospora 12 3 13M0228
テンニンソウ Leucosceptrum japonicum  (Miq.) Kitam. et Murata Cercospora 12 3 14M0180
Prunella Prunella  sp. 白絹病 Sclerotium rolfsii 12 1 13M0086
Prunella luciniata Prunella luciniata 未同定 5 2 13M0090
シナノキ ボダイジュ類 Tilia  sp. うどんこ病 Uncinula 9 2 14M0194
ショウガ ショウガ Zingiber officinale  (Willd.) Roscoe 未同定 4 2 13M0189
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スイカズラ アメリカニワトコ Sambucus canadensis 未同定 4 2 13M0157
ウグイスカグラ Lonicera gracilipes Miq. var. glabra Miq. うどんこ病 Microsphaera eriangshanens 13 3 13M0300
ウグイスカグラ Lonicera gracilipes Miq. var. glabra Miq. うどんこ病 Pseudoidium 13 2 14M0032
ケウツギ Weigela sanguinea (Nakai) Nakai Cercospora 12 3 13M0269
ケウツギ Weigela sanguinea (Nakai) Nakai Cercospora 12 3 14M0211
スイカズラ Lonicera japonica  Thunb. 未同定 5 1 14M0207
ニシキウツギ Weigela hortensis  (Siebold et Zucc.) K. Koch 未同定 4 2 13M0289
スミレ タチツボスミレ Viola grypoceras  A. Gray var. grypoceras Pseudocercospora 12 4 14M0182
セリ アシタバ Angelica keiskei (Miq.) Koidz. 未同定 5 3 14M0175
コウホン Conioselinum anthriscoides 未同定 2 2 14M0063
センキュウ Ligusticum officinale  (Makino) Kitag. 未同定 2 2 13M0249
センキュウ Ligusticum officinale  (Makino) Kitag. うどんこ病 Pseudoidium 2 3 14M0092
トウキ Angelica acutiloba (Siebold et Zucc.) Kitag. subsp. acutiloba 未同定 2 2 13M0131
ハマボウフウ Glehnia littoralis  F. Schmidt ex Miq. 未同定 2 2 13M0129
ハマボウフウ Glehnia littoralis  F. Schmidt ex Miq. 未同定 2 1 14M0088
ハマボウフウ Glehnia littoralis  F. Schmidt ex Miq. Rhizoctonia solani 2 2 13M0245
ヒュウガトウキ Angelica furcijuga Kitagawa Phyllosticta 5 3 14M0101
ヒュウガトウキ Angelica furcijuga Kitagawa 未同定 5 3 14M0134
ボウフウ Saposhnikovia seseloides  (Hoffm.) Kitag. 未同定 2 2 13M0106
ボウフウ Saposhnikovia seseloides  (Hoffm.) Kitag. Rhizoctonia solani 2 2 13M0204
ミシマサイコ Bupleurum scorzonerifolium  Willd. Rhizoctonia solani 4 2 13M0013
ヨロイグサ Angelica dahurica (Fisch.) Benth. et Hook. F. ex Franch. et Sav. うどんこ病 Pseudoidium 2 2 13M0107
センリョウ キビヒトリシズカ Chloranthus fortunei  (A. Gray) Solms. 未同定 12 3 13M0119
タデ イブキトラノオ Bistorta officinalis  Delarbre subsp. japonica (H. Hara) Yonek. 白絹病 Sclerotium rolfsii 5 1 13M0060
ソバ Fagopyrum esculentum  Moench 立枯病 Rhizoctonia solani 8 3 13M0183
ソバ Fagopyrum esculentum  Moench うどんこ病 Pseudoidium 8 3 14M0183
ツゲ フッキソウ Pachysandra terminalis Siebold et Zucc. 褐斑病 Phyllosticta 4 2 13M0141
フッキソウ Pachysandra terminalis Siebold et Zucc. 褐斑病 Phyllosticta 4 2 13M0142
フッキソウ Pachysandra terminalis Siebold et Zucc. 未同定 4 1 13M0220
フッキソウ Pachysandra terminalis Siebold et Zucc. 未同定 4 2 14M0016
フッキソウ Pachysandra terminalis Siebold et Zucc. 未同定 4 2 14M0172
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ツツジ アセビ Pieris japonica (Thunb.) D. Don ex G. Don subsp. japonica 褐斑病 Phyllosticta 0 1 13M0195
オオムラサキツツジ Rhododendron×pulchrum  Sweet ‘Oomurasaki’ もち病 Exobasidium 1 1 13M0048
オオムラサキツツジ Rhododendron×pulchrum  Sweet ‘Oomurasaki’ もち病 Exobasidium 13 1 13M0292
オオムラサキツツジ Rhododendron×pulchrum  Sweet ‘Oomurasaki’ もち病 Exobasidium 1 2 14M0036
カルミア Kalmia latifolia  Kalmia 未同定 12 2 13M0006
カルミア Kalmia latifolia  Kalmia 未同定 12 3 14M0049
カルミア Kalmia latifolia  Kalmia 褐斑病 Pseudocercospora kalmiae 12 2 13M0007
カルミア Kalmia latifolia  Kalmia 褐斑病 Pseudocercospora kalmiae 12 3 14M0019
カルミア Kalmia latifolia  Kalmia 褐斑病 Pseudocercospora kalmiae 12 3 14M0216
ツツジ Rhododendron sp. 未同定 13 13M0047
ホソバシャクナゲ Rhododendron makinoi Tagg ex Nakai 未同定 8 3 13M0005
ホソバシャクナゲ Rhododendron makinoi Tagg ex Nakai 未同定 8 2 13M0035
ホソバシャクナゲ Rhododendron makinoi Tagg ex Nakai ペスタロチア病 Pestalotiopsis 8 1 13M0235
ホソバシャクナゲ Rhododendron makinoi Tagg ex Nakai Macrophoma 8 3 14M0222
ミツバツツジ Rhododendron dilatatum  Miq. var. dilatatum 斑点病 Phyllosticta 0 3 13M0144
ミツバツツジ Rhododendron dilatatum  Miq. var. dilatatum Macrophoma 12 2 14M0145
ラビットアイ・ブルーベリー Vaccinium virgatum 未同定 4 2 13M0200
ツヅラフジ オオツヅラフジ Sinomenium acutum  (Thunb.) Rehder et E. H. Wilson 未同定 2 3 13M0247
オオツヅラフジ Sinomenium acutum  (Thunb.) Rehder et E. H. Wilson うどんこ病 不明 2 2 14M0116
タマサキツヅラフジ Stephania cepharantha うどんこ病 Pseudooidium 7 3 14M0106
タマサキツヅラフジ Stephania cepharantha 未同定 7 3 14M0138
ツヅラフジ Sinomenium acutum  (Thunb.) Rehder et E. H. Wilson 未同定 8 2 14M0231
ツバキ サザンカ Camellia sasanqua Thunb. もち病 Exobasidium 13 1 13M0044
サザンカ Camellia sasanqua Thunb. もち病 Exobasidium 1 2 14M0056
サザンカ Camellia sasanqua Thunb. 未同定 1 2 14M0086
チャノキ Camellia sinensis (L.) Kuntze var. sinensis 褐色円星病 Pseudocercospora 4 1 13M0020
トウダイグサ アカメガシワ Mallotus japonicus  (L. f.) Mull. Arg. うどんこ病 Pseudooidium 13 3 13M0073
ドクダミ ヤエドクダミ Houttuynia cordata  f. plena 白絹病 Sclerotium rolfsii 0 1 13M0052
ヤエドクダミ Houttuynia cordata  f. plena 白絹病 Sclerotium rolfsii 2 1 14M0112
ヤエドクダミ Houttuynia cordata f. plena 未同定 2 1 14M0059
ドクダミ Houttuynia cordata  Thunb. 白絹病 Sclerotium rolfsii 5 2 13M0162
ドクダミ Houttuynia cordata  Thunb. 未同定 0 1 13M0196
トチノキ セイヨウトチノキ Aesculus hippocastanum  L. Phyllosticta 8 4 14M0149
セイヨウトチノキ Aesculus hippocastanum  L. Phyllosticta 8 4 14M0187
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ナス アメリカチョウセンアサガオ Datura meteloides Alternaria 7 2 14M0139
オオセンナリ Nicandra physalodes  (L.) Gaertn. 未同定 5 3 14M0071
オオセンナリ Nicandra physalodes  (L.) Gaertn. 未同定 5 3 14M0096
キダチチョウセンアサガオ Datura suaveolens Alternaria 7 2 14M0104
クコ Lycium chinense Mill. うどんこ病 不明 5 1 13M0033
クコ Lycium chinense Mill. うどんこ病 Pseudooidium 5 3 14M0137
ケチョウセンアサガオ Datura inoxia Alternaria 7 2 13M0221
ケチョウセンアサガオ Datura inoxia Alternaria 7 2 14M0105
タバコ Nicotiana tabacum L. 未同定 7 3 14M0140
チョウセンアサガオ Datura metel  L. Alternaria 7 2 14M0136
チョウセンアサガオ Datura metel  L. Alternaria 7 3 14M0209
ハシリドコロ Scopolia japonica  Maxim. うどんこ病 Fibroidium 7 2 14M0043
ハシリドコロ Scopolia japonica  Maxim. うどんこ病 Fibroidium 7 4 14M0074
マルバタバコ Nicotiana rustica  L. 未同定 7 4 14M0141
ヤエチョウセンアサガオ Datura fastuosa Alternaria 7 2 13M0165
ヤエチョウセンアサガオ Datura fastuosa Alternaria 7 2 13M0219
ヤエチョウセンアサガオ Datura fastuosa Alternaria 7 3 13M0264
ナデシコ カワラナデシコ Dianthus superbus  L. var. longicalycinus  (Maxim.) F. N. Williams さび病 不明 12 3 13M0089
サボンソウ Saponaria officinalis  L. 未同定 5 3 13M0115
サボンソウ Saponaria officinalis  L. 未同定 5 3 13M0167
サボンソウ Saponaria officinalis  L. 未同定 5 2 14M0230
サボンソウ Saponaria officinalis  L. 炭疽病、提案予定 Colletotrichum、Rhizoctonia solani 5 2 14M0100
ニガキ ニガキ Picrasma quassioides  (D. Don) Benn. うどんこ病 不明 2 3 13M0021
ニレ エノキ Celtis sinensis  Pers. うどんこ病、裏うどんこ病 Uncinula、Pleochaeta 4 3 13M0241
エノキ Celtis sinensis  Pers. うどんこ病、裏うどんこ病 Uncinula、Pleochaeta 4 4 14M0197
エノキ Celtis sinensis  Pers. うどんこ病 Uncinula 13 3 13M0297
エノキ Celtis sinensis  Pers. うどんこ病 Uncinula 4 3 14M0164
ケヤキ Zelkova serrata  (Thunb.) Makino 白星病 Septoria 13 1 13M0046
ヌマミズキ ハンカチノキ Davidia involucrata Macrophoma 13 1 13M0237
ネギ ノビル Allium macrostemon  Bunge さび病 Puccinia allii 4 2 14M0002
ノウゼンカズラ アメリカノウゼンカズラ Campsis radicans 未同定 11 3 14M0193
ピンクテコマ Tabebuia rosea 未同定 8 3 14M0083
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バラ アーモンド Amygdalus communis  L. 未同定 8 2 13M0072
アーモンド Amygdalus communis  L. 未同定 8 2 14M0027
アーモンド Amygdalus communis  L. 未同定 8 2 14M0053
アーモンド（ダベイ） Amygdalus communis  L. 未同定 8 1 14M0028
アロニア Aronia arbutifolia 未同定 8 4 13M0270
アンズ Armeniaca vulgaris  Lam. var. ansu  (Maxim.) T. T. Yu et L. T. Lu 白粉病 Clasterosporium 4 2 13M0253
アンズ Armeniaca vulgaris  Lam. var. ansu  (Maxim.) T. T. Yu et L. T. Lu 白粉病 Clasterosporium 14 3 14M0221
アンズ Armeniaca vulgaris  Lam. var. ansu  (Maxim.) T. T. Yu et L. T. Lu 未同定 4 3 14M0007
アンズ Armeniaca vulgaris  Lam. var. ansu  (Maxim.) T. T. Yu et L. T. Lu うどんこ病 Podosphaera 4 3 14M0171
イヌザクラ Padus buergeriana (Miq.) T. T. Yu et T. C. Ku うどんこ病 Fibroidium 14 3 14M0081
イヌバラ（Rosa canina） Rosa canina うどんこ病 Fibroidium 2 3 13M0079
イヌバラ（Rosa canina） Rosa canina Phoma 9 2 13M0171
イヌバラ（Rosa canina） Rosa canina 黒星病 Diplocarpon 2 2 13M0197
イヌバラ（Rosa canina） Rosa canina 黒星病 Diplocarpon 2 4 14M0114
ウメ Armeniaca mume  (Siebold et Zucc.) de Vriese うどんこ病 Podosphaera 4 2 13M0291
オオミサンザシ Crataegus pinnatifida var. major 炭疽病 Colletotrichum 10 1 13M0224
カナメモチ Photinia glabra (Thunb.) Maxim. うどんこ病 不明 0 1 13M0080
カナメモチ Photinia glabra (Thunb.) Maxim. うどんこ病 Fibroidium 0 3 13M0128
カマツカ Pourthiaea villosa  (Thunb.) Decne. var. villosa 赤星病 Gymnosporangium 13 1 14M0031
カマツカ Pourthiaea villosa  (Thunb.) Decne. var. villosa 赤星病 Gymnosporangium 13 1 14M0054
カリン Chaenomeles sinensis  (Thouin) Koehne 赤星病 Gymnosporangium 14 1 13M0016
カリン Chaenomeles sinensis  (Thouin) Koehne 赤星病 Gymnosporangium 5 3 14M0013
カリン Chaenomeles sinensis  (Thouin) Koehne 赤星病 Gymnosporangium 4 3 14M0042
カリン Chaenomeles sinensis  (Thouin) Koehne 白かび斑点病 Cercosporella 8 3 13M0170
カリン Chaenomeles sinensis  (Thouin) Koehne 白かび斑点病 Cercosporella 5 3 13M0218
カリン Chaenomeles sinensis  (Thouin) Koehne 未同定 8 3 13M0279
カリン Chaenomeles sinensis  (Thouin) Koehne 未同定 14 3 14M0219
クサボケ Chaenomeles japonica  (Thunb.) Lindl. ex Spach 赤星病 Gymnosporangium 4 1 13M0018
クサボケ Chaenomeles japonica  (Thunb.) Lindl. ex Spach 赤星病 Gymnosporangium 4 2 14M0012
クサボケ Chaenomeles japonica  (Thunb.) Lindl. ex Spach 赤星病 Gymnosporangium 4 3 14M0041
クサボケ Chaenomeles japonica  (Thunb.) Lindl. ex Spach 斑点病 Pseudocercospora 4 3 13M0160
クサボケ Chaenomeles japonica  (Thunb.) Lindl. ex Spach 斑点病 Pseudocercospora 5 3 13M0163
クサボケ Chaenomeles japonica  (Thunb.) Lindl. ex Spach 斑点病 Pseudocercospora 5 2 13M0217
クサボケ Chaenomeles japonica  (Thunb.) Lindl. ex Spach 斑点病 Pseudocercospora 5 3 14M0177
コウメ Armeniaca mume  (Siebold et Zucc.) de Vriese ‘Microcarpa’ 未同定 4 3 14M0020
スイートブライヤー Rosa rubiginosa 黒星病 Diplocarpon 9 1 13M0172
スイートブライヤー Rosa rubiginosa 黒星病 Diplocarpon 9 1 13M0222
セイヨウカリン Mespilus germanica  L. 赤星病 Gymnosporangium asiaticum 8 3 14M0022
ソメイヨシノ Cerasus×yedoensis  (Matsum.) A. V. Vassil. ‘Somei-yoshino’ うどんこ病 Podosphaera 4 3 13M0307
テリハノイバラ Rosa luciae  Franch. et Rochebr. ex Crep. 斑点病 Cercospora 12 2 13M0175
テリハノイバラ Rosa luciae  Franch. et Rochebr. ex Crep. 斑点病 Cercospora 12 3 14M0108
ナニワイバラ Rosa laevigata Michx. var. laevigata うどんこ病 Fibroidium 10 3 14M0048
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バラ ノイバラ Rosa multiflora Thunb. var. multiflora うどんこ病 Fibroidium 4 1 13M0017
ノイバラ Rosa multiflora Thunb. var. multiflora うどんこ病 Fibroidium 5 3 14M0072
ノイバラ Rosa multiflora Thunb. var. multiflora 斑点病 Cercospora 4 2 13M0161
ノイバラ Rosa multiflora Thunb. var. multiflora 未同定 13 2 13M0301
ノイバラ Rosa multiflora Thunb. var. multiflora 黒星病 Diplocarpon 13 3 14M0156
ハナモモ Amygdalus persica  L. 縮葉病 Taphrina 4 2 13M0050
ハナモモ Amygdalus persica  L. 縮葉病 Taphrina 4 3 14M0057
ハナモモ Amygdalus persica  L. うどんこ病 Fibroidium 2 1 13M0114
ハナモモ Amygdalus persica  L. 未同定 4 3 14M0009
ハマナス Rosa rugosa Thunb. 未同定 9 2 13M0242
ボケ Chaenomeles speciosa  (Sweet) Nakai 赤星病 Gymnosporangium 2 1 13M0023
ボケ Chaenomeles speciosa  (Sweet) Nakai 赤星病 Gymnosporangium asiaticum 2 14M0003
ボケ Chaenomeles speciosa  (Sweet) Nakai 赤星病 Gymnosporangium asiaticum 4 3 14M0039
ボケ Chaenomeles speciosa  (Sweet) Nakai 斑点病 Pseudocercospora 4 2 13M0145
マイカイ Rosa maikwai H. Hara Phyllosticta 2 2 13M0150
マイカイ Rosa maikwai H. Hara Phyllosticta 2 3 13M0208
マメザクラ Cerasus incisa (Thunb.) Loisel. var. incisa 穿孔褐斑病 Pseudocercospora 12 3 14M0142
マルメロ Cydonia oblonga Mill. 赤星病 Gymnosporangium 8 2 13M0034
マルメロ Cydonia oblonga Mill. 赤星病 Gymnosporangium asiaticum 8 3 14M0021
マルメロ Cydonia oblonga Mill. 赤星病 Gymnosporangium asiaticum 8 3 14M0050
マルメロ Cydonia oblonga Mill. ごま色斑点病 Entomosporium 8 3 13M0233
マルメロ Cydonia oblonga Mill. ごま色斑点病 Entomosporium 8 2 13M0265
ミツバツチグリ Potentilla freyniana  Bornm. 未同定 12 3 14M0146
モモ Amygdalus persica  L. 未同定 8 3 14M0026
モモ Amygdalus persica  L. 褐さび病 Tranzschelia 8 3 14M0223
ヤブサンザシ Ribes fasciculatum  Siebold et Zucc. うどんこ病 Fibroidium 4 2 13M0059
ヤマザクラ Cerasus jamasakura (Siebold ex Koidz.) H. Ohba 虫害 4 3 14M0064
ヤマザクラ Cerasus jamasakura (Siebold ex Koidz.) H. Ohba Septoria 12 3 14M0215
ヤマブキ Kerria japonica (L.) DC. うどんこ病 Typhulochaeta、Phyllactinia 13 2 14M0234
ユスラウメ Cerasus tomentosa (Thunb.) Wall. うどんこ病 不明 4 2 14M0067
ワレモコウ Sanguisorba officinalis  L. うどんこ病 Fibroidium 5 2 13M0019
ワレモコウ Sanguisorba officinalis  L. うどんこ病 Fibroidium 5 3 14M0069
ワレモコウ Sanguisorba officinalis  L. 未同定 5 3 14M0173
Crataegus sp. Crataegus sp. すすかび病 Pseudocercospora 4 2 13M0159
ヒメハギ イトヒメハギ Polygala tenuifolia Willd. 未同定 2 3 13M0104
ヒユ マルバイノコズチ Achyranthes fauriei  f. rotundifolia 白さび病 不明 2 3 13M0105
フウロソウ ゲンノショウコ Geranium thunbergii  Siebold ex Lindl. et Paxton うどんこ病 不明 5 2 13M0063
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ブドウ ツタ Parthenocissus tricuspidata  (Siebold et Zucc.) Planch. 褐色円斑病 Phyllosticta 13 2 13M0076
ブドウ Vitis vinifera  L. べと病 Plasmopara 8 1 13M0187
ブドウ Vitis vinifera  L. べと病 Plasmopara 8 2 13M0236
ブドウ Vitis vinifera  L. べと病 Plasmopara viticola 8 4 14M0150
ブドウ Vitis vinifera  L. うどんこ病、べと病 Pseudoidium、Plasmopara 8 1 13M0272
ブドウ Vitis vinifera  L. 褐斑病 Pseudocercospora 8 2 13M0186
ブドウ Vitis vinifera  L. Colletotrichum 8 4 14M0186
ブドウ Vitis vinifera  L. 晩腐病 Colletotrichum 8 4 14M0151
ブドウ Vitis vinifera  L. 未同定 8 3 14M0152
ヤブガラシ Cayratia japonica (Thunb.) Gagnep. うどんこ病 不明 4 1 14M0198
ブナ アラカシ Quercus glauca Thunb. うどんこ病 Erysiphe 13 2 13M0299
ウラジロガシ Quercus salicina  Blume うどんこ病 不明 4 2 13M0010
ウラジロガシ Quercus salicina  Blume うどんこ病 不明 4 2 13M0256
ウラジロガシ Quercus salicina  Blume うどんこ病 Pseudoidium 4 2 14M0011
クヌギ Quercus acutissima Carruth. うどんこ病 Microsphaera 13 1 13M0273
クヌギ Quercus acutissima Carruth. うどんこ病 不明 13 3 14M0154
クヌギ Quercus acutissima Carruth. 未同定 13 3 13M0295
コナラ Quercus serrata  Murray 未同定 13 3 14M0155
コナラ Quercus serrata  Murray うどんこ病 不明 13 1 13M0045
コナラ Quercus serrata  Murray うどんこ病 Pseudoidium 13 3 13M0074
コナラ Quercus serrata  Murray うどんこ病 Microsphaera 13 3 13M0294
コナラ Quercus serrata  Murray うどんこ病 Pleochaeta 13 3 14M0232
シラカシ Quercus myrsinifolia  Blume うどんこ病 不明 0 3 13M0193
シラカシ Quercus myrsinifolia  Blume うどんこ病 不明 0 2 13M0194
ピンオーク Quercus palustris Tubakia 10 3 14M0178
ベンケイソウ オオベンケイソウ Hylotelephium spectabile  (Boreau) H. Ohba 炭疽病 Colletotrichum 5 1 13M0164
キリンソウ Phedimus aizoon  (L.) 't Hart var. floribundus  (Nakai) H.Ohba 未同定 12 2 13M0085
キリンソウ Phedimus aizoon  (L.) 't Hart var. floribundus  (Nakai) H.Ohba うどんこ病 不明 12 3 14M0210
ボタン シャクヤク Paeonia lactiflora  Pall. var. trichocarpa (Bunge) Stearn 未同定 2 2 13M0056
シャクヤク Paeonia lactiflora  Pall. var. trichocarpa (Bunge) Stearn うどんこ病 Pseudoidium 8 4 13M0071
シャクヤク Paeonia lactiflora  Pall. var. trichocarpa (Bunge) Stearn うどんこ病 Erysiphe 2 3 14M0163
シャクヤク Paeonia lactiflora  Pall. var. trichocarpa (Bunge) Stearn 斑葉病 Cladosporium paeoniae 2 3 13M0149
シャクヤク Paeonia lactiflora  Pall. var. trichocarpa (Bunge) Stearn 斑葉病 Cladosporium paeoniae 2 3 14M0122
ボタン Paeonia suffruticosa Andrews 未同定 0 2 13M0095
ボタン Paeonia suffruticosa Andrews 未同定 2 2 13M0110
ボタン Paeonia suffruticosa Andrews 斑点病 Cercospora 2 3 14M0166
ボタン Paeonia suffruticosa Andrews 枝枯病 Pestalotia paeoniicola 2 2 14M0167
ボタン（金閣） Paeonia suffruticosa 未同定 0 3 13M0097
ボタン（玉簾） Paeonia suffruticosa 未同定 0 3 13M0098
ボタン（ハイヌーン） Paeonia suffruticosa 未同定 0 2 13M0099
マキ イヌマキ Podocarpus macrophyllus  (Thunb.) Sweet var. macrophyllus ペスタロチア病 Pestalotiopsis 4 2 13M0138
マタタビ キウイ Actinidia chinensis  Planch. 炭疽病 Colletotrichum 8 2 13M0188
キウイ Actinidia chinensis  Planch. 炭疽病 Colletotrichum 8 2 14M0153
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マツブサ チョウセンゴミシ Schisandra chinensis  (Turcz.) Baill. 未同定 2 3 14M0093
マツブサ Schisandra repanda (Siebold et Zucc.) Radlk. 未同定 4 2 13M0258
マメ 飛鳥野萩 Lespedeza japonica  L. H. Beiley. さび病 Uromyces 8 3 13M0308
アズキ Vigna angularis  (Willd.) Ohwi et H. Ohashi var. angularis うどんこ病 Fibroidium 8 2 13M0127
ウラルカンゾウ Glycyrrhiza uralensis  Fisher うどんこ病 Pseudoidium 2 2 13M0254
ウラルカンゾウ Glycyrrhiza uralensis  Fisher うどんこ病 Pseudoidium 2 3 13M0286
ウラルカンゾウ Glycyrrhiza uralensis  Fisher うどんこ病 不明 2 3 14M0091
ウラルカンゾウ Glycyrrhiza uralensis  Fisher 未同定 2 3 14M0199
エビスグサ Senna obtusifolia  (L.) H. S. Irwin et Barneby うどんこ病 不明 5 1 14M0135
クズ Pueraria lobata (Willd.) Ohwi 未同定 2 3 14M0168
クズ Pueraria lobata (Willd.) Ohwi 炭疽病 Colletotrichum 2 3 14M0203
クララ Sophora flavescens  Aiton うどんこ病 Pseudoidium 2 3 13M0054
クララ Sophora flavescens  Aiton うどんこ病 不明 2 3 14M0201
クララ Sophora flavescens  Aiton 未同定 2 3 13M0201
クララ Sophora flavescens  Aiton 未同定 2 2 14M0120
サッコウフジ Millettia reticulata 未同定 5 2 13M0288
ノダフジ Wisteria floribunda  (Willd.) DC. さび病 Ochropsora 4 2 13M0151
ノダフジ Wisteria floribunda  (Willd.) DC. さび病 Ochropsora 4 2 13M0210
ミヤギノハギ Lespedeza thunbergii  (DC.) Nakai subsp. thunbergii さび病 Uromyces lespedezaeprocumbentis 12 3 13M0268
ミヤギノハギ Lespedeza thunbergii  (DC.) Nakai subsp. thunbergii さび病 Uromyces 12 4 14M0212
ムラサキウマゴヤシ Medicago sativa  L. 未同定 7 3 14M0103
ムラサキセンダイハギ Baptisia australis Baptisia うどんこ病 不明 4 3 13M0211
ラッカセイ Arachis hypogaea L. 未同定 8 2 13M0182
ラッカセイ Arachis hypogaea L. 褐斑病 Cercospora 8 14M0184
Lesspedeza sp. Lespedeza sp. さび病 Uromyces 4 3 13M0181
Lesspedeza sp. Lespedeza sp. さび病 Uromyces lespedezaeprocumbentis 4 4 14M0213
Lesspedeza sp. Lespedeza sp. うどんこ病、さび病 Pseudoidium、Uromyces 4 1 13M0209
マンサク アメリカマンサク Hamamelis virginiana 葉枯病 Phyllosticta 13 1 13M0039
トサミズキ Corylopsis spicata Siebold et Zucc. Phyllosticta 12 2 13M0231
トサミズキ Corylopsis spicata Siebold et Zucc. うどんこ病 Microsphaera 12 2 14M0217
ヒュウガミズキ Corylopsis pauciflora  Siebold et Zucc. Phyllosticta 4 3 13M0146
ヒュウガミズキ Corylopsis pauciflora  Siebold et Zucc. Phyllosticta 4 3 13M0198
ヒュウガミズキ Corylopsis pauciflora  Siebold et Zucc. 未同定 4 3 14M0196
マンサク Hamamelis japonica  Siebold et Zucc. var. japonica 葉枯病 Phyllosticta 4 3 13M0037
ミカン キハダ Phellodendron amurense  Rupr. var. amurense さび病 Coleosporium phellodendri 4 2 13M0156
キハダ Phellodendron amurense  Rupr. var. amurense さび病 Coleosporium phellodendri 4 3 13M0243
キハダ Phellodendron amurense  Rupr. var. amurense さび病 Coleosporium phellodendri 4 3 13M0305
キハダ Phellodendron amurense  Rupr. var. amurense さび病 Coleosporium phellodendri 4 3 14M0157
キハダ Phellodendron amurense  Rupr. var. amurense さび病 Coleosporium phellodendri 4 4 14M0195
キハダ Phellodendron amurense  Rupr. var. amurense さび病 Coleosporium phellodendri 4 4 14M0229
キハダ Phellodendron amurense  Rupr. var. amurense 未同定 8 4 14M0224
ゴシュユ Tetradium ruticarpum  (Juss.) T. G. Hartley var. ruticarpum 未同定 4 2 13M0304
ゴシュユ Tetradium ruticarpum  (Juss.) T. G. Hartley var. ruticarpum さび病 Coleosporium 14 2 14M0220
サンショウ Zanthoxylum piperitum  (L.) DC. 未同定 12 1 13M0179
サンショウ Zanthoxylum piperitum  (L.) DC. Phyllosticta 2 2 14M0160
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ミズキ アオキ Aucuba japonica Thunb. 褐斑病 Phyllosticta 4 3 13M0038
サンシュユ Cornus officinalis  Siebold et Zucc. うどんこ病 Ovulariopsis 4 1 13M0130
サンシュユ Cornus officinalis  Siebold et Zucc. うどんこ病 Phyllactinia 4 3 13M0259
サンシュユ Cornus officinalis  Siebold et Zucc. うどんこ病 Phyllactinia 4 3 13M0306
サンシュユ Cornus officinalis  Siebold et Zucc. うどんこ病 Phyllactinia 13 1 14M0188
サンシュユ Cornus officinalis  Siebold et Zucc. うどんこ病 Phyllactinia 4 2 14M0235
サンシュユ Cornus officinalis  Siebold et Zucc. 斑点病 Pseudocercospora 4 1 13M0158
サンシュユ Cornus officinalis  Siebold et Zucc. 斑点病 Pseudocercospora 13 1 14M0189
サンシュユ Cornus officinalis  Siebold et Zucc. 未同定 4 3 13M0244
サンシュユ Cornus officinalis  Siebold et Zucc. 未同定 4 1 13M0278
サンシュユ Cornus officinalis  Siebold et Zucc. 未同定 4 3 14M0015
セイヨウサンシュユ Cornus mas 未同定 8 3 13M0009
セイヨウサンシュユ Cornus mas とうそう病 Elsinoë 13 3 14M0029
ハナイカダ Helwingia japonica  (Thunb.) F. Dietr. subsp. japonica Cladosporium 13 3 13M0303
ハナイカダ Helwingia japonica  (Thunb.) F. Dietr. subsp. japonica 斑点病 Pseudocercospora 13 2 14M0190
フイリシナヤマボウシ Cornus kousa 'Wolf Eyes' 斑点病 Pseudocercospora 13 3 13M0191
メギ イカリソウ Epimedium grandiflorum  C. Morren var. thunbergianum  (Miq.) Nakai 未同定 12 1 13M0084
イカリソウ Epimedium grandiflorum  C. Morren var. thunbergianum  (Miq.) Nakai うどんこ病 不明 5 2 13M0116
イカリソウ Epimedium grandiflorum  C. Morren var. thunbergianum  (Miq.) Nakai うどんこ病 Pseudoidium 5 2 14M0073
ヒイラギナンテン Berberis japonica (Thunb.) R. Br. 未提案 Phyllosticta 1 2 13M0049
ヒイラギナンテン Berberis japonica (Thunb.) R. Br. 炭疽病 Colletotrichum 1 3 14M0085
ポドフィルム Podophyllum peltatum L. 白絹病 Sclerotium rolfsii 7 2 13M0066
ポドフィルム Podophyllum peltatum L. 白絹病 Sclerotium rolfsii 7 1 14M0102
ポドフィルム Podophyllum peltatum L. 未同定 7 2 14M0075
モクセイ キンモクセイ Osmanthus fragrans Lour. var. aurantiacus Makino 先葉枯病 Phomopsis 4 1 13M0002
キンモクセイ Osmanthus fragrans Lour. var. aurantiacus Makino 未同定 13 2 14M0033
レンギョウ Forsythia suspensa (Thunb.) Vahl 褐斑病 Pseudocercospora 2 3 13M0252
レンギョウ Forsythia suspensa (Thunb.) Vahl 褐斑病 Pseudocercospora 2 3 14M0124
モクレン ベニコブシ Magnolia stellata  var. keiskei 未同定 未記録 2 13M0134
ベニコブシ Magnolia stellata  var. keiskei 未同定 4 3 13M0185
ベニコブシ Magnolia stellata  var. keiskei うどんこ病 Phyllactinia 8 2 13M0290
ユリノキ Liriodendron tulipifera L. うどんこ病 Pseudoidium 10 3 13M0267
ヤブコウジ マンリョウ Ardisia crenata  Sims 未同定 13 3 13M0040
マンリョウ Ardisia crenata  Sims 未同定 13 1 13M0238
ヤマノイモ オニドコロ Dioscorea tokoro  Makino 未同定 11 3 14M0192
ユキノシタ アマチャ Hydrangea serrata  (Thunb.) Ser. var. thunbergii  (siebold) H. Ohba うどんこ病 Pseudoidium 4 4 14M0174
ガクアジサイ Hydrangea macrophylla  (Thunb.) Ser. f. normalis  (E. H. Wilson) H. Hara 未同定 12 1 14M0143
ヒメウツギ Deutzia gracilis  Siebold et Zucc. さび病 Aecidium 13 1 13M0077
ヤグルマソウ Rodgersia podophylla  A. Gray Phyllosticta 12 2 14M0109
ユズリハ ユズリハ Daphniphyllum macropodum  Miq. subsp. macropodum 褐斑病 Pseudocercospora 13 1 13M0275
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ユリ アマドコロ Polygonatum odoratum  (Mill.) Druce var. pluriflorum  (Miq.) Ohwi Diplocarpon 5 1 13M0062
アマドコロ Polygonatum odoratum  (Mill.) Druce var. pluriflorum  (Miq.) Ohwi 未同定 5 1 13M0213
アマドコロ Polygonatum odoratum  (Mill.) Druce var. pluriflorum  (Miq.) Ohwi 炭疽病 Colletotrichum 5 4 13M0262
アマドコロ Polygonatum odoratum  (Mill.) Druce var. pluriflorum  (Miq.) Ohwi 炭疽病 Colletotrichum 5 3 14M0127
アミガサユリ Fritillaria thunbergii  Miq. 未同定 2 3 13M0011
アミガサユリ Fritillaria thunbergii  Miq. 未同定 2 1 14M0001
アミガサユリ Fritillaria thunbergii  Miq. 未同定 2 2 14M0038
イヌサフラン Colchicum autumnale  L. 白絹病 Sclerotium rolfsii 7 3 13M0051
イヌサフラン Colchicum autumnale  L. 白絹病 Sclerotium rolfsii 7 2 13M0246
オオアマドコロ Polygonatum odoratum  var. maximowiczii Phoma 5 2 13M0061
オオアマドコロ Polygonatum odoratum  var. maximowiczii 未同定 5 1 13M0215
オオアマドコロ Polygonatum odoratum  var. maximowiczii 未同定 5 2 13M0261
オオアマドコロ Polygonatum odoratum  var. maximowiczii 褐色斑点病 Phyllosticta 5 3 14M0128
オニユリ Lilium lancifolium  Thunb. 未同定 2 3 13M0053
オニユリ Lilium lancifolium  Thunb. 未同定 2 3 14M0090
カイソウ Urginea maritima Colletotrichum 5 3 13M0008
カイソウ Urginea maritima 白絹病 Sclerotium rolfsii 5 1 13M0092
カタクリ Erythronium japonicum  Decne. さび病 Uromyces 13 3 14M0030
キチジョウソウ Reineckea carnea (Andrews) Kunth 未同定 4 2 13M0029
キチジョウソウ Reineckea carnea (Andrews) Kunth 炭疽病 Colletotrichum 4 3 13M0032
コヤブラン Liliope spicata  Lour. 炭疽病 Colletotrichum 2 4 13M0024
コヤブラン Liliope spicata  Lour. 炭疽病 Colletotrichum 2 3 13M0251
コヤブラン Liliope spicata  Lour. 炭疽病 Colletotrichum 2 3 14M0065
コヤブラン Liliope spicata  Lour. 未同定 2 3 13M0111
コヤブラン Liliope spicata  Lour. 未同定 2 3 13M0207
コヤブラン Liliope spicata  Lour. 未同定 2 3 14M0006
コヤブラン Liliope spicata  Lour. 未同定 2 3 14M0058
ジャノヒゲ Ophiopogon japonicus  (Thunb.) Ker Gawl. 未同定 2 3 13M0025
ジャノヒゲ Ophiopogon japonicus  (Thunb.) Ker Gawl. 未同定 2 2 13M0112
ジャノヒゲ Ophiopogon japonicus  (Thunb.) Ker Gawl. 未同定 2 1 13M0154
シュロソウ Veratrum maackii  Regel var. reymondianum  (O. Loes.) H. Hara 未同定 12 3 13M0133
セッコウジャノヒゲ Ophiopogon chekiangensis 未同定 2 3 13M0026
セッコウジャノヒゲ Ophiopogon chekiangensis 未同定 2 2 13M0113
セッコウジャノヒゲ Ophiopogon chekiangensis 未同定 2 1 13M0153
セッコウジャノヒゲ Ophiopogon chekiangensis 炭疽病 Colletotrichum 2 1 14M0004
チゴユリ Disporum smilacinum  A. Gray 白絹病 Sclerotium rolfsii 12 2 13M0083
チャイブ Allium schoenoprasum  L. var. schoenoprasum 白絹病 Sclerotium rolfsii 12 4 13M0067
ドイツスズラン Convallaria majalis  L. var. majalis 白絹病 Sclerotium rolfsii 11 3 13M0178
ドイツスズラン Convallaria majalis  L. var. majalis 白絹病 Sclerotium rolfsii 11 4 13M0226
ドイツスズラン Convallaria majalis  L. var. majalis 白絹病 Sclerotium rolfsii 11 3 14M0110
ナルコユリ Polygonatum falcatum  A. Gray Rhizoctonia solani 5 3 13M0117
ナルコユリ Polygonatum falcatum  A. Gray 未同定 5 1 14M0098
ニッコウキスゲ Hemerocallis dumortieri  C. Morren var. esculenta (Koidz.) Kitam. 未同定 12 4 13M0125
調査
地区




4 5 6 7 9 10 11 4 5 6 7 9 10 11 12
ユリ ノシラン Ophiopogon jaburan  Ophiopogon 炭疽病 Colletotrichum 4 2 13M0030
ノシラン Ophiopogon jaburan  Ophiopogon 炭疽病 Colletotrichum 3 3 13M0192
ノシラン Ophiopogon jaburan  Ophiopogon 未同定 3 13M0031
パイナップルリリー Eucomis autumnalis 白絹病 Sclerotium rolfsii 0 1 13M0096
パイナップルリリー Eucomis autumnalis 未同定 0 1 13M0143
ヒメヤブラン Liriope minor  (Maxim.) Makino 未同定 12 3 14M0047
フイリアマドコロ Polygonatum odoratum  var. pluriflorum 未同定 5 2 13M0214
フイリアマドコロ Polygonatum odoratum  var. pluriflorum 未同定 5 3 13M0260
フイリアマドコロ Polygonatum odoratum  var. pluriflorum 未同定 5 3 14M0040
フイリアマドコロ Polygonatum odoratum  var. pluriflorum 炭疽病 Colletotrichum 5 3 14M0129
ホトトギス Tricyrtis hirta (Thunb.) Hook. 未同定 12 2 13M0232
ホトトギス Tricyrtis hirta (Thunb.) Hook. 炭疽病 Colletotrichum 12 2 14M0144
Smilax sp. Smilax  sp. 未同定 12 1 13M0176
Veratrum nigrum Veratrum nigrum 白絹病 Sclerotium rolfsii 12 2 13M0082
Veratrum nigrum Veratrum nigrum 未同定 12 2 13M0132
ラン エビネ Calanthe discolor  Lindl. 炭疽病 Colletotrichum 12 2 14M0017
エビネ Calanthe discolor  Lindl. 炭疽病 Colletotrichum 13 2 14M0034
キエビネ Calanthe sieboldii 炭疽病 Colletotrichum 12 2 14M0018
キエビネ Calanthe sieboldii 炭疽病 Colletotrichum 13 2 14M0035
ササバギンラン Cephalanthera longibracteata Blume Phomopsis 未記録 2 13M0140
シュンラン Cymbidium goeringii  (Rchb. F.) Rchb. F. 未同定 13 1 13M0041
シラン Bletilla striata (Thunb.) Rchb. F. 未同定 5 3 13M0255
シラン Bletilla striata (Thunb.) Rchb. F. さび病 Coleosporium 5 3 14M0126
シロバナシラン Bletilla striata f. gebina 未同定 4 1 13M0028
調査
地区










































  1）白絹病 
培養した菌糸の形態観察は、PDA で生育させた菌叢の気中菌糸をピンセットで掻きとり、
Shear 液を封入液としてプレパラートを作成して検鏡した。また、PDA 上で 2～3 日間培
養させた菌叢の先端部を培地ごと切り取り、スライドグラスに置床後、ラクトフェノール






   
2）Rhizoctonia 属菌による病害 












 滅菌土壌を用いて接種用の健全植物を 10cm ポットに移植後、罹病植物から分離した分離
菌株を、深さ 2cm 程度の表層に薬さじを用いて混和した。ハマボウフウについては、砂地
で良く生育することから、土壌：鹿沼土を 3：2 の割合で混合し、滅菌したものを使用した。
分離菌株は 9cmプラスチックシャーレの PDA 平板培地に生育させた菌叢を 1 鉢あたりシ










 罹病植物から分離した分離菌株を用いて、各分離菌の温度特性を調べた。PDA 上で 3～4
日間培養させた菌叢の先端部を培地ごとコルクボーラー（直径 7mm）で打ち抜き、菌叢面
を下にして PDA 平板培地の中央に移植した。供試した温度区は 5、10、15、20、22.5、25、






 リボソームDNA (rDNA)の Internal transcribed spacer (ITS)領域の遺伝子配列解析によ
って、種の特定を試みた。遺伝子解析では、9 種植物からの分離菌に加え、カイケイジオウ
(13M0012)からの分離菌も解析に使用した。 
   
1）DNA 抽出 
PrepMan ○R  Ultra Sample Preparation Reagent（詳細は（7）3 に示した）を 50μl 量
りとり、1.5ml エッペンチューブに入れ、気中菌糸を適量入れた。ボルテックスミキサーで
10～30 秒ほど混合し、100℃に設定したヒートブロックで 10 分加熱し、室温で 2 分間静置
した。16,000×gで 2 分間、室温で遠心後、上清を適量別の 1.5ml エッペンチューブに移




 PCR 反応液を PCR チューブに以下の組成で作製し、サーマルサイクラーで PCR 反応を
行った。PCR 反応液は供試サンプル数＋ポジティブコントロール＋1 のプレミックス（酵













 1sample (μl) 
DDW 18.3 
2.5mM dNTP mix. 2.5 
10×PCR Buffer (10×Ex Taq Buffer) 2.5 
20μM ITS1 primer 0.25 
20μM ITS4 primer 0.25 
Ex Taq※ 0.2 
template DNA 1 
25 
※は酵素 
96℃ 5min  
96℃ 40sec  
52℃ 40sec ×35 
72℃ 1min  
72℃ 7min  
4℃ ∞  
 
3）アガロースゲル電気泳動 




 小ゲル  大ゲル  
Agarose (g) 0.14 0.28 
1×TAE (ml) 20 40 
 
 必要量を三角フラスコに量りとり、電子レンジで Agarose を溶解した。溶解する際、適
宜フラスコ内をかき混ぜた。ゲルトレイをセットし、溶解した Agarose をゲルトレイ台に
流し込みコームを挿して 30～40 分程度固めた。 
作製したゲルを泳動槽にセットし、ゲルが浸るまで 1×TAE buffer を注いだ。パラフィ
ルム上で PCR 反応産物 1μl と 1×loading dye 9μl（試薬の詳細は（7）⑦に示した）を混
合し、計 10μl をウェルにロードした。マーカーとして 4μl のλHindⅢをロードし、85V







 ライゲーション反応溶液を PCR チューブに氷上で調整した。クローニング試薬および培
地の詳細については（7）8～10、19～23 に示した。 
  
 1sample (μl) 
2×Rapid Ligation Buffer, T4 DNA Ligase 5 
pGEM-T○Rまたは pGEM-T○R  Easy Vector 1 
PCR 産物 X 




PCR産物量はナノドロップで計測し、約50ng /μlに調整する。例えば、PCR産物が 200ng 
/μl の場合、X=0.25、Y=2.75 として混合する。 
 試薬の調整後、室温で 1 時間静置した。 
1 時間後、ライゲーション反応液を用いて形質転換を行った。まず、X-Gal (20mg / ml)
と IPTGを 25μl ずつ 100μg / ml のアンピシリンを含む LB 平板培地に塗布し、充分に吸
収させた。また、1.5ml エッペンチューブに供試サンプル分の SOC を 1ml ずつ分注し、室
温に置き、Jetコンピテントセル 100μl を氷上で溶解させた。 
Jet コンピテントセルの溶解後、ライゲーション反応溶液を全量(10μl) Jet コンピテント
セルに加え、指でタッピングし、氷上で 30 分間インキュベートした。その後、42℃に設定
したヒートブロックで 1 分加熱し、氷上で 1～3 分間インキュベートした。 
ライゲーション反応溶液(10μl) ＋Jet コンピテントセル(100μl) を、予め用意しておい
た 1mlの SOCのチューブに加え、指でタッピングし、37℃で 30分間インキュベートした。
これを 110μl、LB/amp 培地に塗布し、残りを 7,000rpm で 5 分間、室温で遠心後、上清
を約 800μl 取り除き、残りの 200μl を LB/amp 培地に塗布した。充分に乾燥させた後、




ユリ(13M0083)およびチャイブ(13M0067)は 16 時間後、クローンの取得を行った。 
 形質転換により培養した白コロニーを滅菌した爪楊枝でピックアップし、100μg / ml の
アンピシリンを含む 2ml の YT 液体培地を入れたミニプレチューブに入れ、37℃に設定し
た浸透培養機で 16 時間培養した。 
 その後、ミニプレマシーンを用いてプラスミドを抽出した。抽出後、ミニプレチューブ







 1sample (μl) 
蒸留水 6.1 











ボンソウ(14M0100)、カイケイジオウ(13M0012)は 16 時間後、コロニーPCR を行って、イ
ンサートの有無を確認した。 




 1sample (μl) 
DDW 19.3 
2.5mM dNTP mix. 2.5 
10×PCR Buffer (10×Ex Taq Buffer) 2.5 
20μM M13-M4 primer 0.25 
20μM M13-Rv primer 0.25 
Ex Taq※ 0.2 
 25 







96℃ 1min  
96℃ 40sec  
55℃ 40sec ×30 
72℃ 1min  
72℃ 7min  

































 1sample (μl) 
DDW 5.25 
5×Sequence Buffer 1.75 
3.2μM M13-M4 primer※1 0.5 
Big Dye Terminator v3.1※2 0.5 
反応産物 2 
 10 
       ※1 あるいは 3.2μM  M13-Rv primer を用いる  ※2 は酵素 
 
96℃ 3min  
96℃ 15sec  
50℃ 5sec ×25 
60℃ 4min  
4℃ ∞  
   
6）カラム 
 カラム用 96 穴プレートにシーケンスで使用する範囲をマジックペンで印をつけ、鋳型の
シーケンスに使用する以外のウェルをパラフィルムで塞いだ。アクリル板を使って使用す
るウェルにカラム担体の粉（詳細は（7）14 に示した）を詰め、鋳型に 96 穴プレートをセ
ットし、逆さにして粉をカラム用 96 穴プレートに落とした。その後、粉を入れたウェルに
蒸留水を 300μl 加えて、蓋をし、室温で 2 時間静置した。 
 
   7）シーケンサー 
カラム用 96 穴プレートの下に受け皿をセットし、910×g、5 分間、室温で遠心して排水
した。シークエンス反応産物 10μl＋蒸留水 10μl、計 20μl をカラムに染み込ませ、カラ
ム用 96 穴プレートの下に、使用する PCR プレートをセットし、再び 910×g、5 分間、室
温で遠心して PCR プレートにサンプルを落とした。 
サンプルを落とした PCR プレートを真空乾燥機（油回転型）にセットし、30～40 分間
乾燥させ、ウェルに 15μl のホルムアミド（詳細は（7）15 に示した）を加え、ボルテック
スミキサーで溶解した。その後、サーマルサイクラーにて 95℃4 分間処理し、氷水で急冷
した。 
シーケンサー ABI prism 3130 genetic analyzer (Applied Biosystems 製)を使用し、塩基
配列を決定した。得られた塩基配列を The National Center for Biotechnology Information 







Waldeck GmbH&Co.KG.Division Chroma の製品を用いた。 
 




 Applied Biosystems by Life Technologies PrepMan TM Ultra 
 
4 PCR 試薬 




 ITS1 (TCCGTAGGTGAACCTGCGG) 25.0nmol 
 ITS4 (TCCTCCGCTTATTGATATGC) 30.0nmol 
 
6 Agarose 
 和光純薬工業株式会社の Agarose S を用いた。 
 
7 Loding dye 




 以下の TA クローニングキットを使用した。 
プロメガ社 pGEM-T Easy Vector System Ⅰ 
 









11 EtBr 染色液 
タイトボックスに 10mg / ml EtBr 10μl と 1×TAE 150ml を加え、よく混合した。 
10mg / ml EtBr (Ethidium Bromide Solution (10mg/ml)) 
ナカライテスク株式会社 核酸電気泳動用特製試薬  臭化エチジウム溶液 
 
12 精製処理試薬 
 US78210V1 illustraTM Eyonuclease 
 US78210V2 illustraTM Alkaline Phosphatase 
 
13 シークエンス反応試薬 
Applied Biosystems PRISM○R  BigDye○R  Terminator v3.1 Cycle Sequencing Kits 
Applied Biosystems BigDye○R  Terminator v1.1 v3.1 5×Sequencing Buffer 
 
14 カラム担体の粉 
GE Healthcare SephadexTM G-50 Superfine 
 
15 ホルムアミド 






0.5M EDTA 100ml 
蒸留水 Up to 1000ml 
※作製の方法は、トリス塩基 121.1g を約 700ml の蒸留水に溶解し、酢酸を加えながら
pHを 7.9 に合わせた。その後、1,000ml にメスアップし、オートクレーブで滅菌した。 
 
17 1×TAE 












6×loading Buffer 100μl 
TE 250μl 
1.5ml エッペンチューブに分注後、60℃で 10 分間熱処理後、氷水で急冷した。 
 
19 2% X-gal 溶液 
 X-gal 0.15g を 7.5ml のジメチルホルムアミド（DMF）で溶解後、遮光して保存した。 
 
20 0.1M IPTG溶液 




Bacto Tryptone 1g 




 Up to 100ml 
オートクレーブを用いて 121℃・20 分で滅菌後、手で触れられる程度にまで冷まし、氷




Bacto tryptone 3.2g 
Bacto Yeast extract 2g 
NaCl 1g 
蒸留水 180ml 
 Up to 200ml 
 オートクレーブを用いて 121℃・20 分で滅菌後、手で触れられる程度にまで冷まし、氷







SOC 培地 500ml 最終濃度 
Bacto Tryptone 10g 2.0% 
Bacto Yeast extract 2.5g 0.5% 
5M NaCl 1ml 10mM 
2M KCl 625μl 2.5mM 
蒸留水 490ml  
 Up to 500ml  
 オートクレーブを用いて滅菌し、使用前に 1M MgSO4 5ml, 1M MgCl2 5ml, 1M グルコ

































東京都薬用植物園での調査において、民間薬原料植物区では 2013 年 7 月にカノコソウ（オ
ミナエシ科：Valeriana fauriei Briq.）、2013 年 7 月と 9 月にクマツヅラ（クマツヅラ科：
Verbena officinalis L.）、2013 年 6 月と 2014 年 6、7 月にエダウチオオバコ（オオバコ科：
Plantago psyllium L.）に白絹病の発生がみられ、ロックガーデンでは 2013 年 6 月にチャ
イブ（ユリ科：Allium schoenoprasum L. var. schoenoprasum）、2013 年 7 月にセイヨウ
オトギリソウ（オトギリソウ科：Hypericum perforatum L.）、チゴユリ（ユリ科：Disporum 













図 16 東京都薬用植物園で発生した白絹病の病徴および標徴：A 症状、B 地際部の拡大、
C 標徴 
①セイヨウオトギリソウの症状および菌糸 ②カノコソウの症状および菌糸  
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③クマツヅラの症状および菌核 ④チゴユリの症状および菌糸  










皮層と白色～淡褐色の髄が確認された。PDA 培地の培養菌叢は初め白色で、約 2 週間後に
は菌核が豊富に形成された(図 17)。上記の病徴、標徴およびかすがい連結や菌核を生じる
ことから、観察された菌体は Sclerotium 属菌であると同定した。計測結果を既知文献と比
較したところ、主軸菌糸の幅はDomsch et al.（2007）および岡部ら（2002）によるSclerotium 








図 17 白絹病が発生した植物から分離した菌の形態的特徴：A 菌糸のかすがい連結 
B PDA 上の菌叢、C 植物体上の菌核、D 菌核の断面（実体顕微鏡観察） 
E 菌核の断面（正立顕微鏡観察） 
①セイヨウオトギリソウ分離菌の形態 ②カノコソウ分離菌の形態 















  2）カノコソウ白絹病（新称） 





  3）クマツヅラ白絹病（新称） 







  4）チゴユリ白絹病（新称） 













菌核を形成し始めた。12 日後には茎の 8 割が褐変・倒伏し、白色～褐色の菌核を多数形成
していた。20 日後には菌核は完全に褐変し、株が倒伏した。 
 




























図 18 白絹病が発生した植物から分離した菌の病原性再現試験 
①セイヨウオトギリソウ接種試験：A 接種時、B 接種 12 日後、CD 接種 20 日後  
②カノコソウ接種試験：A 接種時、B 接種 8 日後、C 接種 12 日後、D 接種 20 日後 
③クマツヅラ接種試験：A 接種時、B 接種 7 日後、C 接種 14 日後、D 接種 21 日後 
④チゴユリ接種試験：A 接種時、B 接種 9 日後、C 接種 14 日後、D 接種 21 日後 
⑤チャイブ接種試験：A 接種時、B 接種 5 日後、C 接種 11 日後、D 接種 27 日後 
⑥ウツボグサ類接種試験：A 接種時、B 接種 6 日後、C 接種 15 日後 
D 接種 20 日後、E 接種 23 日後 
⑦エダウチオオバコ接種試験：A 接種時、B 接種 5 日後、C 接種 11 日後 




 菌叢生育試験は 2～3 日間観察・計測した。生育適温はいずれの分離菌も 30℃であり、
32.5℃でも良く生育した。この結果は、Domsh ら（2007）および岡部ら（2002）による
Sclerotium rolfsii の記載と良く一致する（表 15）。セイヨウオトギリソウ、カノコソウ、
クマツヅラおよびチゴユリでは、菌糸は 15～37.5℃で生育し、チャイブ、ウツボグサ類お




①セイヨウオトギリソウ温度別試験 ②カノコソウ温度別試験 ③クマツヅラ温度別試験 






































ノコソウ：9 (A.rolfsii：5、S. delphinii：4)、クマツヅラ：16 (A.rolfsii：4、S. delphinii：
12)、チゴユリ：8 (A.rolfsii：5、S. delphinii：3)、チャイブ：9 (A.rolfsii：7、S. delphinii：




7 種薬用植物の症状、病徴や標徴は Sclerotium 属菌の特徴と一致し、罹病植物からの分
離菌は、いずれも病原性を示した。形態的特徴および温度特性を既知文献等と比較したと
ころ、菌核が小型・球形～類球形であり、生育適温が 30℃である点が特に Sclerotium rolfsii
の特徴と良く一致した。遺伝子解析の結果においては、Sclerotium rolfsii の完全世代であ
る Athlia rolfsii と高い相同性を示し、Sclerotium delphinii とも高い相同性を示した。
Sclerotium rolfsiiと S.delphiniiは菌糸融合することが知られており、S.rolfsiiの菌株には、
S.rolfsiiの ITS領域を持つ核と S.delphiniiの ITS領域を持つ核が混在するヘテロカリオン
菌株が存在する。今回供試した分離菌株はヘテロカリオン菌株であると考えられ、遺伝子
解析において上記のような結果が得られたと考えられる。しかし 7 種植物からの分離菌株
は形態的に S.rolfsii の特徴と極めて一致していた。S.rolfsii と S.delphinii は形態的にも遺
伝子的にも非常に類似していることから、現在では S. delphinii は S. rolfsii var delphinii









































2-2 Rhizoctonia 属菌による病害 
（1）病害の発生状況および症状 
東京都薬用植物園での調査において、2013 年 10 月に漢方薬原料植物区でハマボウフウ
（セリ科：Glehnia littoralis F. Schmidt ex Miq.）に地際部が褐変しくびれ、、株が枯死し







図 20 東京都薬用植物園で発生したハマボウフウ、シャボンソウの症状 















茶褐色）も AG-2-2,ⅢB と同様の形状を示した（図 21）。上記の病徴および形態的特徴から、
観察された菌体は Rhizoctonia 属菌であると同定した。計測結果を既知文献と比較したとこ




図 21 Rhizoctonia 属菌による病害が発生した植物から分離した菌の形態的特徴：A 菌糸
B ドリポア隔壁、C 菌糸先端細胞の核、D 2 週間後 PDA 培養菌叢 
E 菌糸融合（実線 分離菌、点線 R. solani AG-2-2,ⅢB） 
①ハマボウフウ分離菌の形態的特徴 ②シャボンソウ分離菌の形態的特徴 
 























図 22 Rhizoctonia 属菌による病害が発生した植物から分離した菌の病原性再現試験 
①ハマボウフウ接種試験：A 接種時、B 接種 2 日後、C 接種 6 日後、D 接種 8 日後 
②シャボンソウ接種試験：A 接種時、B 接種 10 日後、C 接種 13 日後 
D 接種 15 日後 
 
（4）分離菌の温度特性 
菌叢生育試験は約 5 日間観察・計測した。生育適温はいずれの分離菌も 30℃であった。
ハマボウフウおよびシャボンソウいずれの分離菌も菌糸は 10～35℃で生育した（図 23）。










きた範囲ではいずれの菌株も Rhizoctonia solani と 99～100%相同性が一致した（表 18）。 
 









2 種薬用植物の症状および形態的特徴は Rhizoctonia 属菌の特徴と一致し、罹病植物から
の分離菌は、いずれも病原性を示した。形態的特徴を既知文献等と比較したところ、菌糸
幅や菌糸内の核数が Domsch et al.（2007）の Rhizoctonia solani の値と良く一致した。遺
伝子解析の結果においても Rhizoctonia solani と高い相同性を示し、形態による同定結果を
支持した。また、両菌株とも R.solani の AG-2-2,ⅢB と複数ヶ所菌糸が融合し、菌叢の特
徴も一致した。以上のことから、2 種薬用植物から分離した菌を Rhizoctonia solani J.G. 
Kühn AG-2-2,ⅢB と同定した。 
 














ャボンソウについては、1974 年に成田らによって Rhizoctonia solani J.G. Kühn による葉
腐病の記録があるが、接種未了であり、症状や各種試験についても記載がない。今回シャ
ボンソウに発生した病害が、茎枯れや株枯れの症状であることと、接種試験で病原性を確
認したこと、各種試験によって、培養型等も明らかになったことから、第 62 回 関東東山
病害虫研究会・研究発表会でシャボンソウの病名を立枯病と再提案する予定である。ハマ
ボウフウについても形態的特徴および遺伝子解析の結果から、病原菌を Rhizoctonia solani 














リボソームDNA (rDNA)の Internal transcribed spacer (ITS)領域の遺伝子配列解析によ
って、Colletotrichum gloeosporioides species complex と特定したことから、さらに詳細
な種を決定するため、β-tubulin 2 (TUB2)、actin (ACT)、calmodulin (CAL)領域の配列解
析によって、種の特定を試みた。解析を行う領域については Weir et al. (2012)の記載に従














TUB2 1sample (μl) 
DDW 6.8 
2.5mM dNTP mix. 2 
10×PCR Buffer (10×Ex Taq Buffer) 2.5 
10μM Bt2b primer 6.25 
10μM T1 primer 6.25 
Ex Taq※ 0.2 
template DNA 1 
                        25 
※は酵素 
 
96℃ 5min  
94℃ 30sec  
58℃ 30sec ×36 
72℃ 90sec  
72℃ 7min  
4℃ ∞  
 
ACT 1sample (μl) 
DDW 16.8 
2.5mM dNTP mix. 2.5 
10×PCR Buffer (10×Ex Taq Buffer) 2.5 
10μM ITS1 primer 1 
10μM ITS4 primer 1 
Ex Taq※ 0.2 




95℃ 4min  
95℃ 30sec  
58℃ 30sec ×35 
72℃ 45sec  
72℃ 7min  




CAL 1sample (μl) 
DDW 16.8 
2.5mM dNTP mix. 2.5 
10×PCR Buffer (10×Ex Taq Buffer) 2.5 
20μM ITS1 primer 1 
20μM ITS4 primer 1 
Ex Taq※ 0.2 




95℃ 4min  
95℃ 30sec  
59℃ 30sec ×35 
72℃ 45sec  
72℃ 7min  
4℃ ∞  
   
（2）アガロースゲル電気泳動 
 PCR 増幅産物の確認は、0.7%アガロースゲルを使用した電気泳動によって行った。 
 ゲルは以下の組成で作製した。 
 小ゲル  大ゲル  
Agarose (g) 0.14 0.28 




流し込みコームを挿して 30～40 分程度固めた。 
作製したゲルを泳動槽にセットし、ゲルが浸るまで 1×TAE buffer を注いだ。パラフィ
ルム上で PCR 反応産物 1μl と 1×loading dye 9μl を混合し、計 10μl をウェルにロード
した。マーカーとして 4μl のλHindⅢをロードし、85V で 30 分間泳動した。泳動後、ゲ






こで、TUB2 領域の大きさである 716bp の位置に確認されたバンドのゲル精製を行った。
ゲル精製試薬の詳細は（9）2 に示した。 
 まず、1.5ml エッペンチューブの重さを計測し、そこにバンドのぎりぎりのサイズに切り
出したゲルを入れて、再度計測した。ゲル重量の 3 倍量（例えばゲル重量が 70mg なら 210
μl）の ULTRA SALT を加え、55℃に設定したヒートブロックを用いて、5 分間程、時折
手で攪拌しながらゲルを溶解した。 
ゲルが完全に溶けたら ULTRA BIND を 6μl 加え手で攪拌した（ULTRA BIND はビー
ズが固まっているため、ボルテックスミキサーを用いて液体にした。ときに少量の蒸留水
を加えて液体にした）。5 分間、時折手で攪拌しながら室温で静置後、12,000rpm で 5 秒間、
室温で遠心し、上清を除いた。 
これに 1ml の ULTRA WASH を加えて再懸濁し、5～10 秒間ボルテックスミキサーにか
けて混合した。液体が白濁したら、12,000rpmで 5 秒間、室温で遠心し、上清を取り除い
た。再度 12,000rpm で 5 秒間、室温で遠心し、上清をピペットを用いて丁寧に除いた。こ
れを 40～50℃に設定したヒートブロックに蓋を開けたままセットし、5 分程度熱した。 
18μl の蒸留水を加え、ピペッティングで懸濁し、5 分間室温で静置した。12,000rpm で





 TUB2 および ACT 領域は BLAST 検索の結果、波形が乱れたことから、クローニングを
行った。CAL 領域は電気泳動で増幅が確認された後、精製処理、シークエンス反応を行い、
シーケンサーにかけて塩基配列を決定した。 
ライゲーション反応溶液を PCR チューブに氷上で調整した。 
 
 1sample (μl) 
2×Rapid Ligation Buffer, T4 DNA Ligase 5 
pGEM-T○Rまたは pGEM-T○R Easy Vector 1 
PCR 産物 X 




PCR産物量はナノドロップで計測し、約50ng /μlに調整する。例えば、PCR産物が 200ng 
/μl の場合、X=0.25、Y=2.75 として混合する。 
 試薬の調整後、室温で 1 時間静置した。 
32 
 
1 時間後、ライゲーション反応液を用いて形質転換を行った。まず、X-Gal (20mg / ml)
と IPTGを 25μl ずつ 100μg / ml のアンピシリンを含む LB 平板培地に塗布し、充分に吸
収させた。また、1.5ml エッペンチューブに供試サンプル分の SOC を 1ml ずつ分注し、室
温に置き、Jetコンピテントセル 100μl を氷上で溶解させた。 
Jet コンピテントセルの溶解後、ライゲーション反応溶液を全量(10μl) Jet コンピテント
セルに加え、指でタッピングし、氷上で 30 分間インキュベートした。その後、42℃に設定
したヒートブロックで 1 分加熱し、氷上で 1～3 分間インキュベートした。 
ライゲーション反応溶液(10μl) ＋Jet コンピテントセル(100μl) を、予め用意しておいた
1ml の SOC のチューブに加え、指でタッピングし、37℃で 30 分間インキュベートした。
これを 110μl、LB/amp 培地に塗布し、残りを 7,000rpm で 5 分間、室温で遠心後、上清
を約 800μl 取り除き、残りの 200μl を LB/amp 培地に塗布した。充分に乾燥させた後、
37℃で 16 時間インキュベートした。 
16 時間後、コロニーPCR を行って、インサートの有無を確認した。 




 1sample (μl) 
DDW 19.3 
2.5mM dNTP mix. 2.5 
10×PCR Buffer (10×Ex Taq Buffer) 2.5 
20μM M13-M4 primer 0.25 
20μM M13-Rv primer 0.25 




96℃ 1min  
96℃ 40sec  
55℃ 40sec ×30 
72℃ 1min  
72℃ 7min  








以下の組成で試薬を PCR チューブに混合し、酵素処理を行った。 
 














マーを 3.2μM ITS1 primer と 3.2μM ITS4 primer の場合を作製して反応を行った。 
 
 1sample (μl) 
DDW 5.25 
5×Sequence Buffer 1.75 
3.2μM M13-M4 primer※1 0.5 
Big Dye Terminator v3.1※2 0.5 
反応産物 2 
 10 
※1 あるいは 3.2μM M13-Rv primer を用いる ※2 は酵素 
 
96℃ 3min  
96℃ 15sec  
50℃ 5sec ×25 
60℃ 4min  





 カラム用 96 穴プレートにシーケンスで使用する範囲をマジックペンで印をつけ、鋳型
のシーケンスに使用する以外のウェルをパラフィルムで塞いだ。アクリル板を使って使用
するウェルにカラム担体の粉を詰め、鋳型に 96 穴プレートをセットし、逆さにして粉をカ
ラム用 96 穴プレートに落とした。その後、粉を入れたウェルに蒸留水を 300μl 加えて、
蓋をし、室温で 2 時間静置した。 
 
（8）シーケンサー 
カラム用 96 穴プレートの下に受け皿をセットし、910×g、5 分間、室温で遠心して排水
した。シークエンス反応産物 10μl＋蒸留水 10μl、計 20μl をカラムに染み込ませ、カラ
ム用 96 穴プレートの下に、使用する PCR プレートをセットし、再び 910×g、5 分間、室
温で遠心して PCR プレートにサンプルを落とした。 
サンプルを落とした PCR プレートを真空乾燥機（油回転型）にセットし、30～40 分間
乾燥させ、ウェルに 15μl のホルムアミドを加え、ボルテックスミキサーで溶解した。その
後、サーマルサイクラーにて 95℃4 分間処理し、氷水で急冷した。 
シーケンサー ABI prism 3130 genetic analyzer (Applied Biosystems 社)を使用し、塩基
配列を決定した。得られた塩基配列を The National Center for Biotechnology Information 





 Bt2b (ACCCTCAGTGTAGTGACCCTTGGC) 25.0nmol 
 T1 (AACATGCGTGAGATTGTAAGT) 25.0nmol 
 ACT-512F (ATGTGCAAGGCCGGTTTCGC) 25.0nmol 
 ACT-783R (TACGAGTCCTTCTGGCCCAT) 30.0nmol 
 CL1C (GAATTCAAGGAGGCCTTCTC) 25.0nmol 
CL2C (CTTCTGCATCATGAGCTGGAC) 25.0nmol 
 
2 ゲル精製用試薬 












きた範囲ではいずれの菌株も Colletotrichum siamense (Colletotrichum hymenocallidis)
と 99～100%相同性が一致した（表 19）。 
 
表 19 セイロンニッケイ分離菌の遺伝子解析結果 
 
 
供試したクローン数は、TUB2 領域：10、ACT：14 である。 
 
（2）考察 
Colletotrichum gloeosporioides species complex は形態が類似しており、形態的な特徴
だけでは区別できない種が集まったものである（Weir（2012））。これらの種を特定するた
めには、ITS、GAPDH、CAL、TUB2、ACT、CHS-1、GS および SOD 領域のうちの適し
たプライマーを用いて、遺伝子配列を解析することが必要である。今回、ITS 領域の遺伝子
解析の結果、C.gloeosporioides の完全世代である Glomerella cingulata と相同性が 100%
一致したことから、さらに詳細な種を決定するため、TUB2 領域の遺伝子配列を取得した。
その結果、Colletotrichum siamense と相同性が 100%一致したことから、C.siamense と
特定するためのプライマ （ーCAL）を用いて遺伝子解析を行ったところ C.siamense とその
異名である C.hymenocallidis と 99%相同性が一致したことから、セイロンニッケイからの



















 セイロンニッケイ株枯れ症状については、平成 25 年度 日本植物病理学会関東部会にお









































小笠原諸島は東京都特別区の南南東約 1,000km の沖合にある 30 余の島々から成り立っ
ている。動植物の固有種と独自の生態系により、東洋のガラパゴスとも呼ばれる。小笠原
諸島の中心は、父島および母島であり、法政大学に送付される罹病サンプルのほとんどは





















図 25 東京都小笠原諸島の様子 
































罹病サンプルは 55℃で 6 時間乾熱滅菌した新聞紙を用いてさく葉標本を作製した。さく












た WA 平板培地（0.25g / l クロラムフェニコール（詳細は（7）4 に示した）を加えた）上
に、三角形の線に沿って胞子懸濁液の膜を張ったループ白金耳を用いてなぞった。この際、
胞子がまばらになるように塗布した。これを 25℃で 24 時間程度培養後、正立顕微鏡下で胞
子の発芽状況を確認した。発芽初期の単独胞子に、シャーレの裏面からマジックペンで印
をつけ、クリーンベンチ内で培地ごと切り取り、PDA 平板培地に移植した。 









製して大きさを計測した。形態については、胞子は 30 個程度（長径×短径）、子嚢殻は 10
40 
 
個程度（横幅×縦幅）を観察し計測した。検鏡の際、封入液には Shear 液を使用した。 










土壌混和接種を行った。供試菌株は PDA 培地およびふすま培地で培養した 14O-0026①、
14O-0026②、14O-0026⑤、14O-0026⑧の 4 菌株を用い、無接種区には PDA 培地のみお
よびふすま培地のみを接種した。貼付接種に用いた供試菌株は、25℃で 2 日間、土壌接種
に用いた供試菌株は、ふすま培地に PDA 培養菌叢を刻んで加え、約 20 日間培養したもの
を用いた。接種用植物はパッションフルーツの挿し木苗（約 10cm）で、供試区として貼付
接種、土壌接種および無接種区全てに無傷区、焼傷区、有傷区を 2 鉢ずつ設けた。 
パッションフルーツの挿し木は、約 30～40cm の株を 1 芽を残して切断し、残した芽が






















リで 5mm 角程度に切り取り、この切片を 0.2%次亜塩素酸ナトリウム水溶液に 15～30 秒
程度浸漬して表面殺菌した。ピンセットを用いて切片を取り出した後、余分な次亜塩素酸







⑧）を用いて、分離菌の温度特性を調べた。PDA 上で 3～4 日間培養させた菌叢の先端部
を培地ごとコルクボーラー（直径 7mm）で打ち抜き、菌叢面を下にして PDA 平板培地の
中央に移植した。供試した温度区は 5、10、15、20、22.5、25、27.5、30、32.5、35、37.5
および 40℃の 12 区である。それぞれの温度に対し、9cm プラスチックシャーレを各分離




 リボソームDNA (rDNA)の Internal transcribed spacer (ITS)領域の遺伝子配列解析によ
って、種の特定を試みた。遺伝子解析では、分離菌株：14O-0026①～⑨の 9 菌株を用いた。 
   
1）DNA 抽出 
PrepMan ○R  Ultra Sample Preparation Reagent を 50μl 量りとり、1.5ml エッペンチ
ューブに入れ、気中菌糸を適量入れた。ボルテックスミキサーで 10～30 秒ほど混合し、
100℃に設定したヒートブロックで 10 分加熱し、室温で 2 分間静置した。16,000×g で 2




 PCR 反応液を PCR チューブに以下の組成で作製し、サーマルサイクラーで PCR 反応を
行った。PCR 反応液は供試サンプル数＋ポジティブコントロール＋1 のプレミックス（酵






 1sample (μl) 
DDW 18.3 
2.5mM dNTP mix. 2.5 
10×PCR Buffer (10×Ex Taq Buffer) 2.5 
20μM ITS1 primer 0.25 
20μM ITS4 primer 0.25 
Ex Taq※ 0.2 
template DNA 1 
                               25 
※酵素 
 
96℃ 5min  
96℃ 40sec  
52℃ 40sec ×35 
72℃ 1min  
72℃ 7min  
4℃ ∞  
 
3）アガロースゲル電気泳動 
 PCR 増幅産物の確認は、0.7%アガロースゲルを使用した電気泳動によって行った。 
 ゲルは以下の組成で作製した。 
 小ゲル  大ゲル  
Agarose (g) 0.14 0.28 




流し込みコームを挿して 30～40 分程度固めた。 
作製したゲルを泳動槽にセットし、ゲルが浸るまで 1×TAE buffer を注いだ。パラフィル
ム上で PCR 反応産物 1μl と 1×loading dye 9μl を混合し、計 10μl をウェルにロードし
た。マーカーとして 4μl のλHindⅢをロードし、85V で 30 分間泳動した。泳動後、ゲル




以下の組成で試薬を PCR チューブに混合し、酵素処理を行った。 
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   5）シークエンス反応 
以下の通りに試薬を混合し、サーマルサイクラーにて反応を行った。 
 
 1sample (μl) 
DDW 5.25 
5×Sequence Buffer 1.75 
3.2μM ITS1 primer※1 0.5 
Big Dye Terminator v3.1※2 0.5 
反応産物 2 
 10 
※1 ITS4 primer の場合も作製する ※2 酵素 
 
96℃ 3min  
96℃ 15sec  
50℃ 5sec ×25 
60℃ 4min  
4℃ ∞  
 
6）カラム 
 カラム用 96 穴プレートにシーケンスで使用する範囲をマジックペンで印をつけ、鋳型の
シーケンスに使用する以外のウェルをパラフィルムで塞いだ。アクリル板を使って使用す
るウェルにカラム担体の粉を詰め、鋳型に 96 穴プレートをセットし、逆さにして粉をカラ
ム用 96 穴プレートに落とした。その後、粉を入れたウェルに蒸留水を 300μl 加えて、蓋
44 
 
をし、室温で 2 時間静置した。 
 
7）シーケンサー 
カラム用 96 穴プレートの下に受け皿をセットし、910×g、5 分間、室温で遠心して排水
した。シークエンス反応産物 10μl＋蒸留水 10μl、計 20μl をカラムに染み込ませ、カラ
ム用 96 穴プレートの下に、使用する PCR プレートをセットし、再び 910×g、5 分間、室
温で遠心して PCR プレートにサンプルを落とした。 
サンプルを落とした PCR プレートを真空乾燥機（油回転型）にセットし、30～40 分間乾
燥させ、ウェルに 15μl のホルムアミドを加え、ボルテックスミキサーで溶解した。その後、
サーマルサイクラーにて 95℃4 分間処理し、氷水で急冷した。 
シーケンサー ABI prism 3130 genetic analyzer (Applied Biosystems 社)を使用し、塩基配
列を決定した。得られた塩基配列を The National Center for Biotechnology Information 



































を混合したものを約 65.4g ずつ計り、200ml フラスコに紙筒を使って分け入れた。シリコ





































図 26 小笠原諸島におけるパッションフルーツ生産圃場の様子と病徴 

















～16.3×3.8～5.0μm（12.5×4.0）であった。1 週間 PDA で培養した菌叢は白色で、気中






図 27 パッションフルーツ萎凋症状の病原菌の形態（植物体上および PDA 培地上） 
①～⑤植物体上に観察された菌体：①標徴（地際部） ②子嚢殻  
③孔口が明瞭な子嚢殻 ④子嚢 ⑤子嚢胞子 
⑥～⑫PDA 培養菌叢上に観察された菌体：⑥PDA 上の子嚢殻  
⑦子嚢殻から溢出した子嚢胞子 ⑧菌糸⑩ ⑨PDA 培養菌叢 
48 
 
⑪子嚢殻 ⑫子嚢 ⑬子嚢胞子 
 
SNA 上で 1～2 週間培養した菌叢上の分生子形成様式を観察した結果、大形分生子はフ
ィアロ型に形成し、小形分生子は擬頭状に形成していた。SNA 上に形成された分生子の形




と間生のものがみられた。大きさは 7.0～11.3×7.0～10（9.2×8.1）μm であった（図 28）。 
子嚢殻に 100%乳酸を滴下後、滴下数分で赤色から黄色に変色した。3%KOH 水溶液を滴











図 28 パッションフルーツ萎凋症状の病原菌の形態（SNA 培地上および子嚢殻の染色） 
①～⑦SNA 培養菌叢上に観察された菌体：①②大形分生子の形成様式  







菌叢貼付接種においては、14O-0026①を接種した株には有傷区 2 株と焼傷区 1 株、
14O-0026②を接種した株には有傷区 2 株、14O-0026⑤を接種した株には有傷区 1 株と焼
傷区 2 株、14O-0026⑧を接種した株には有傷区と焼傷区 2 株ずつに病原性が認められた。    
それぞれの供試区についての症状を以下に示す。 
14O-0026① 













有傷区：接種 3 日後には菌叢を挟み込んだ部分が褐変し、8 日後には褐変の拡がりと株の

























図 29 パッションフルーツ分離菌を用いた菌叢貼付接種 
①14O-0026①焼傷区：A,B 接種時、C 接種 3 日後、D 接種 5 日後 
E,F 接種 13 日後、G,H 接種 21 日後 
②14O-0026①有傷区：A,B 接種時、C 接種 3 日後、D,E 接種 5 日後 
F 接種 10 日後、G,H 接種 21 日後 
③14O-0026②有傷区：A,B 接種時、C 接種 3 日後、D,E 接種 10 日後 
F 接種 13 日後、G,H 接種 21 日後 
④14O-0026⑤焼傷区：A,B 接種時、C 接種 3 日後、D 接種 8 日後 
E,F 接種 10 日後、G 接種 13 日後、H 接種 21 日後 
⑤14O-0026⑤有傷区：A,B 接種時、C 接種 3 日後、D,E 接種 8 日後 
F,G 接種 13 日後、H 接種 21 日後 
⑥14O-0026⑧焼傷区：A,B 接種時、C 接種 3 日後、D 接種 8 日後 
E,F 接種 13 日後、G,H 接種 21 日後 
⑦14O-0026⑧有傷区：A,B 接種時、C 接種 3 日後、D,E 接種 5 日後 
F 接種 8 日後、G 接種 13 日後、H 接種 21 日後 
 
   2）土壌混和接種（図 30） 
土壌混和接種においては、14O-0026①を接種した株には無傷区 1 株と有傷区 2 株、
14O-0026②を接種した株には無傷区 2 株と有傷区 1 株、14O-0026⑤を接種した株には有




無傷区：接種 4 日後には土壌表面に赤色の子嚢殻が多数形成され、13 日後には株の地際
部が褐変した。17 日後には 8 割程度の葉が落葉し、地際部には多数の子嚢殻を形成した。
21 日後には株が完全に枯死し、茎には子嚢殻を豊富に形成した。 












有傷区：接種 8 日後には土壌表面に子嚢殻が豊富に形成され、10～17 日後には切り込み
を入れた部分の外側が褐変した。21 日後にはその部分に子嚢殻の形成が確認された。 






有傷区：接種 4 日後には土壌表面に豊富に子嚢殻を形成し、24 日後には傷口がわずかに
褐変していた。42 日後には株の 8 割程度の葉が落葉し、茎は褐変、ほぼ枯死していた。 










図 30 パッションフルーツ分離菌を用いた土壌混和接種 
①14O-0026① 
無傷区：A,B 接種時、C 接種 4 日後、D 接種 13 日後、E,F 接種 17 日後 
G,H 接種 21 日後 
②14O-0026① 




無傷区：A,B 接種時、C 接種 4 日後、D 接種 8 日後、E,F,G 接種 17 日後 
④14O-0026② 
有傷区：A,B 接種時、C 接種 13 日後、D 接種 17 日後、E 接種 21 日後 
⑤14O-0026⑤ 
有傷区：A,B 接種時、C 接種 8 日後、D 接種 10 日後、E 接種 17 日後 
F 接種 21 日後 
⑥14O-0026⑤ 
焼傷区：A,B 接種時、C 接種 3 日後、D 接種 5 日後、E,F 接種 13 日後 
G,H 接種 21 日後 
⑦14O-0026⑧ 
無傷区：A,B 接種時、C,D 接種 4 日後、E 接種 8 日後、F 接種 13 日後 
G 接種 21 日後 
⑧14O-0026⑧ 
有傷区：A,B 接種時、C 接種 4 日後、D 接種 24 日後、E,F 接種 42 日後 
⑨14O-0026⑧ 
焼傷区：A,B 接種時、C 接種 3 日後、D 接種 8 日後、E 接種 10 日後 

























14O-0026①：菌叢貼付接種（焼傷区 1 株）、土壌混和接種（無傷区 1 株、有傷区 2 株） 
14O-0026②：土壌混和接種（無傷区 1 株、有傷区 1 株） 
14O-0026⑤：菌叢貼付接種（焼傷区 1 株） 


















































































































 菌叢生育試験は 7 日間観察・計測した。生育適温はいずれの分離菌も 27.5℃であった。
菌糸は 10～35℃で生育した。適温では培養 7 日目で 9cmプラスチックシャーレ全体を被っ
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図 32 パッションフルーツ分離菌の温度特性 






























きた範囲ではいずれの菌株も Fusarium solani および Nectoria ipomoeae と 99～100%相
同性が一致した（表 21）。 
 











Fusarium solani の特徴および計測値と一致したことから、病原菌を Fusarium solani と同
定した。また、遺伝子解析の結果においても、Fusarium solani と高い相同性を示し、形態
による同定結果を支持するものとなった。また、完全世代については子嚢殻等の特徴が
Haematonectria 属菌と一致し、遺伝子解析においても Nectria ipomoeae  (現
Haematonectria)と高い相同性を示した。そのため、Haematonectria ipomoeae の記載と
比較検討したところ、菌体の値や特徴も一致した。以上のことから、パッションフルーツ
萎凋症状の病原菌を Fusarium solani species complex および Haematonectria ipomoeae 
Halst. と推測した（表 22）。しかし、Haematonectria ipomoeae の不完全世代は Fusarium 



































































分生子は 30 個程度（長径×短径）、分生子層は 10 個程度（横幅×縦幅）を観察し計測した。
検鏡の際、封入液には Shear 液を使用した。 
63 
 








付接種を用いた。供試菌株は PDA 培地で 27.5℃、4 日間培養した 14O-0030①を用い、無
接種区には 0.02% tween20（詳細は（8）2 に示した）を加えた滅菌水および PDA 培地の
みを接種した。接種用植物はアテモヤの果実（直径約 10～12cm）で、供試区として噴霧接
種（1 個）、滴下接種（1 個）、貼付接種（1 個）および無接種区（それぞれの接種で 1 個ず




濾した後、1.0×105個 / ml に調整して分生子懸濁液を作製した。調整した懸濁液には、
0.02% tween20 を加え、噴霧器を用いて果実全体に噴霧した。無接種区には 0.02% tween20
を加えた滅菌水のみを果実全体に噴霧した。 
分生子懸濁液滴下接種：PDA 培養菌叢に形成された分生子を滅菌水を用いて懸濁し、ガ
ーゼで濾した後、1.0×105個 / ml に調整して分生子懸濁液を作製した。調整した懸濁液に
は、0.02% tween20 を加え、ピペットを用いて 20μl ずつ果実表面の各傷の部分に滴下し












PDA 上で約 6 日間培養させた菌叢の先端部を培地ごとコルクボーラー（直径 7mm）で打
ち抜き、菌叢面を下にして PDA 平板培地の中央に移植した。供試した温度区は 5、10、15、
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 リボソーム DNA (rDNA)の Internal transcribed spacer (ITS)、β-tubulin 2 (TUB2)、
actin (ACT)および calmodulin (CAL)領域の遺伝子配列解析によって、種の特定を試みた。
遺伝子解析では、分離菌株：14O-0030①および 14O-0030④の 2 菌株を用いた。 
 ITS領域の解析は「小笠原諸島で発生したパッションフルーツ萎凋症状およびアテモヤ果
実腐敗症状 Ⅰ パッションフルーツ萎凋症状」と同様の手法を用いて行った。TUB2、ACT








およびコーヒーノキには、菌叢貼付接種を用いた。供試菌株は PDA 培地で 27.5℃、約 7





（1 株：それぞれ 2 ヶ所ずつ）、無傷区および有傷区（1 株：それぞれ 2 ヶ所ずつ）および
無接種区（1 株：無傷区 2 ヶ所、有傷区 2 ヶ所、焼傷区 2 ヶ所）を設けた。分生子懸濁液滴
下接種は、PDA 培養菌叢に形成された分生子を滅菌水を用いて懸濁し、ガーゼで濾した後、
1.0×105個 / ml に調整して分生子懸濁液を作製した。調整した懸濁液には、0.02% tween20
を加え、ピペットを用いて 20μl ずつ果実表面の各傷の部分に滴下した。無接種区には




リンゴ（ふじ）：無傷区（1 個）、有傷区（1 個：傷部 3 ヶ所）、焼傷区（1 個：傷部 3 ヶ





無接種区には PDA 培地のみをコルクボーラーで打ち抜き、貼り付けた。 
ニチニチソウ：無傷区および焼傷区（1 株：それぞれ 2 ヶ所ずつ）、無傷区および有傷区
（1 株：それぞれ 2 ヶ所ずつおよび無接種区（1 株：無傷区 2 ヶ所、有傷区 2 ヶ所、焼傷区




コーヒーノキ：無傷区および焼傷区（1 株：それぞれ 2 ヶ所ずつ）、無傷区および有傷区
（1 株：それぞれ 2 ヶ所ずつおよび無接種区（1 株：無傷区 2 ヶ所、有傷区 2 ヶ所、焼傷区















ジャガイモとニンジンを 1cm 角にし、沸騰させた 1000ml の蒸留水で 20 分程度煮た。そ
れをガーゼで濾し、煮汁を 1000ml にメスアップ後 pH6.0 に調整した。そこに寒天を加え、
電子レンジで溶解し、オートクレーブを用いて滅菌した。 
 































検討したところ、「分生子が真直で円筒型、直径 12μm 以上で短径 4.5μm 以下、培地上で
分生子 9～24×3～4.5μm、付着器 6～20×4～12μm」といった特徴の記載が分離菌と良
く一致したことから、アテモヤ果実からの分離菌を Colletotrichum gloeosporioides species 
complex と推測した。また、Sutton (1980) の記載と比較すると、値や形態的特徴と良く一
致した（表 23）。 
 





図 34 アテモヤ果実腐敗症状の病徴、標徴および形態的特徴 





原性が確認された（図 35～37、表 24）。 
 分生子懸濁液噴霧接種：無傷区では、5 日後に果実のくぼみに白色の菌糸が確認され、表
面に分生子粘塊が観察された。9 日後には菌糸と分生子の形成がさらに拡がった。焼傷区で
は、5 日後に傷をつけた箇所が褐変し、9 日後には褐変が拡がった。有傷区では、5 日後に
傷をつけた箇所が褐変し、9 日後には白色菌糸と鮭肉色の分生子粘塊が形成されていた。12
日後にはそれぞれの接種区が融合し、至る所に白色菌糸と橙色～鮭肉色の分生子粘塊が確





図 35 アテモヤ分離菌分生子懸濁液噴霧接種結果 
①果実全体の様子：A 接種時、B 接種 9 日後、C 接種 15 日後 
②無傷区：A 接種 5 日後、B 接種 9 日後 ③焼傷区：A 接種 5 日後、B 接種 9 日後














図 36 アテモヤ分離菌分生子懸濁液滴下接種結果 
①果実全体の様子：A 接種時、B 接種 9 日後、C 接種 15 日後 
②無傷区：A 接種 3 日後、B 接種 5 日後、C 接種 9 日後、D 接種 15 日後 
③焼傷区：A 接種 3 日後、B 接種 5 日後、C 接種 9 日後、D 接種 15 日後 
④有傷区：A 接種 3 日後、B 接種 5 日後、C 接種 9 日後、D 接種 15 日後 
 








図 37 アテモヤ分離菌菌叢貼付接種結果 
①果実全体の様子：A 接種時、B 接種 3 日後、C 接種 5 日後、D 接種 15 日後 
②無傷区：A 接種 3 日後、B 接種 5 日後、C 接種 9 日後、D 接種 12 日後 
③焼傷区：A 接種 3 日後、B 接種 5 日後、C 接種 9 日後、D 接種 12 日後 

















菌叢生育試験は 5 日間観察・計測した。生育適温は 30℃であり、菌糸は 10～35℃で生育
した。適温では培養 5 日目で 9cm プラスチックシャーレ全体を被った。菌糸の生育が確認







図 38 アテモヤ分離菌の温度特性 
 
 







































きた範囲では ITS、TUB2、ACT および CAL 領域において Colletotrichum gloeosporioides
および C. gloeosporioides species complex のなかの Colletotrichum theobromicola と 99
～100%相同性が一致した（表 25）。 
 















図 39 アテモヤ分離菌のリンゴに対する病原性 
①焼傷区：A 接種 3 日後、B 接種 13 日後、C 接種 15 日後、D 接種 20 日後 
②有傷区：A 接種 3 日後、B 接種 13 日後、C 接種 17 日後、D 接種 20 日後 
③果実断面の様子：A 健全果実の断面、B 罹病果実の断面 
 

















図 40 アテモヤ分離菌のニチニチソウに対する病原性 
①接種 4 日後：A 焼傷区、B 有傷区 ②接種 11 日後：A 有傷区葉表、B 有傷区葉裏 













図 41 アテモヤ分離菌のエンドウに対する病原性 
①分生子懸濁液滴下接種（接種 3 日後）：A 焼傷区、B 有傷区 
②菌叢貼付接種（接種 3 日後）：A 焼傷区、B 有傷区 
③分生子懸濁液滴下接種（接種 5 日後）：A 無傷区、B 有傷区 
④菌叢貼付接種（接種 5 日後）：A 無傷区、B 焼傷区、C 有傷区 
⑤接種 10 日後：A 分生子懸濁液滴下接種、B 菌叢貼付接種 
 
コーヒーノキ：接種 3 日後には、有傷区において、傷をつけた箇所が褐変し、5 日後には
葉の裏面に白色菌糸と橙色の分生子粘塊が観察された。その後病斑の拡がりは確認されて







図 42 アテモヤ分離菌のコーヒーノキに対する病原性 








gloeosporioides species complex と良く一致し、Sutton (1980) の記載と比較したところ、
値や形態的特徴が良く一致したことから、Colletotrichum gloeosporioides species complex
と同定した。遺伝子解析の結果においても、Colletotrichum gloeosporioides およびその種
複合体の一種である Colletotrichum theobromicola と高い相同性を示したことで、形態的
特徴による同定結果を支持した。以上のことから、アテモヤ果実腐敗症状の病原菌を







 β-tubulin 2 領域の遺伝子解析において、Colletotrichum grevilleae と 100%相同性が一
致した、C.grevilleaea は C.thobromicola と形態的にも遺伝子的にも類似しており、
calmodulin 領域による遺伝子解析でのみ区別することができるとされている（Liu et sl.
（2013））。今回 calmodulin 領域の遺伝子解析の結果、C.theobromicola と 100%相同性が
















































このような背景から、2013 年 4 月～2014 年 12 月に月 1～2 回程度、東京都薬用植物園








東京都薬用植物園での調査において、8 科 9 種の薬用植物（セイヨウオトギリソウ：オト
ギリソウ科 Hypericum perforatum L.、カノコソウ：オミナエシ科 Valeriana fauriei 
Briq.、クマツヅラ：クマツヅラ科 Verbena officinalis L.、チゴユリ：ユリ科 Disporum 
smilacinum A. Gray、チャイブ：ユリ科 Allium schoenoprasum L. var. schoenoprasum、
ウツボグサ類：シソ科 Prunella sp.、エダウチオオバコ：オオバコ科 Plantago psyllium 
L.、ハマボウフウ：セリ科 Glehnia littoralis F. Schmidt ex Miq.およびシャボンソウ：ナ





発生した土壌病原菌を Sclerotium rolfsii Saccardo、ハマボウフウおよびシャボンソウに発
生した土壌病原菌を Rhizoctonia solani J.G. Kühn と同定した。これら 8 科 9 種に発生し
た土壌病害は国内未記録病害であり、セイヨウオトギリソウ、カノコソウ、クマツヅラ、
チゴユリ、チャイブについては平成 26年度 日本植物病理学会関東部会において病名を「白
絹病（Southern blight）」と提案し、ウツボグサ類、エダウチオオバコについては第 62 回 
関東東山病害虫研究会において病名を「白絹病（Southern blight）」、ハマボウフウ、シャ
ボンソウについては「立枯病（Rhizoctonia rot）」と提案予定である。シャボンソウについ




















キ科：Cinnamomum verum J. Presl）が観葉植物として栽培されている。この生産圃場で、





病原菌を Colletotrichum gloeosporioides species complex と同定し、本病を同種複合体に
よる新病害「炭疽病（Anthracnose）」として報告した（森田ら，2014）。さらに、
C.gloeosporioides species complexの中の詳細な種を決定するため、TUB2（β-tubulin 2）、
ACT（actin）および CAL（calmodulin）の 3 領域の相同性解析を行い、同種複合体のうち
C.siamense (C.hymenocallidis)と 99～100%相同性が一致したことから、Colletotrichum 




























したことから、病原菌を Fusarium solani と同定した。また、遺伝子解析の結果において
も、Fusarium solani と高い相同性を示し、形態による同定結果を支持するものとなった。
また、完全世代については子嚢殻等の特徴が Haematonectria 属菌と一致し、遺伝子解析に
おいても Nectria ipomoeae  (現 Haematonectria)と高い相同性を示した。そのため、
Haematonectria ipomoeae の記載と比較検討したところ、菌体の値や特徴も一致した。以
上のことから、パッションフルーツ萎凋症状の病原菌を Fusarium solani species complex 
および Haematonectria ipomoeae Halst. と推測した。しかし、Haematonectria ipomoeae





なった。Fusarium striatum は Fusarium solani species complex の一種であるとされてい
るため、小笠原諸島で発生した症状の病原菌についても、より詳細な検証が必要とされる
と考えられる。 
 東京都小笠原諸島父島においては、アテモヤ（バンレイシ科：Annona × atemoya）の果
実腐敗症状発生し、2014 年 12 月 9 日に罹病サンプルが送付された。病徴、標徴や病原菌
の形態は Colletotrichum 属菌の特徴と一致し、罹病植物からの分離菌は、いずれも病原性
を示した。Sutton（1980）による Colletotrichum の分類検索表を用いて分離菌の分類学的
所属を検討したところ、形態的特徴が Colletotrichum gloeosporioides species complex と




gloeosporioides およびその種複合体の一種である Colletotrichum theobromicola と高い相
同性を示したことで、形態的特徴による同定結果を支持した。以上のことから、アテモヤ

















































 東京都薬用植物園において 2013 年 4 月～2014 年 12 月に月 1～2 回程度野外調査を行っ
た。採集した罹病植物は、75 科 195 属 263 種であり、合計 543 サンプル（採集し詳細を検
討した標本数）であり、そのうち、63 科 149 属 193 種、合計 351 サンプルの植物に菌類病
の発生を確認した。確認された病原菌は 47 属に及び、特にうどんこ病菌群（14 属）、さび
病菌群（8 属）、Cercospora 属群（Cercospora 属菌、Pseudocercospora 属菌、Cercosporella
属菌）、Colletotrichum 属菌、Phyllosticta 属菌が多く確認された。菌類病が発生した植物




 東京都薬用植物園での調査において草本植物 8 科 9 種について、土壌病原菌による未記
録病害の発生が確認された。未記録の土壌病害は 2 種類発生していた。 
 
a）白絹病 
2013 年、セイヨウオトギリソウ（オトギリソウ科：Hypericum perforatum L.）、カノコ
ソウ（オミナエシ科：Valeriana fauriei Briq.）、クマツヅラ（クマツヅラ科：Verbena 
officinalis L.）、チゴユリ（ユリ科：Disporum smilacinum A. Gray）、チャイブ（ユリ科：














Sclerotium rolfsii の記載とほぼ一致した。rDNA-ITS 領域の塩基配列を解析したところ、
各菌株とも S.rolfsii の完全世代である Athelia rolfsii と 99～100%相同性が一致し、形態に
よる同定結果を支持した。 
これら形態的特徴および遺伝子解析等の結果に基づき、各分離菌株を Sclerotium rolfsii 

















細胞の核を観察した結果、2～6 個の核が確認された。これらは Domsch et al.(2007)による
Rhizoctonia solani の記載とほぼ一致した。rDNA-ITS 領域の塩基配列を解析したところ、
各菌株とも R.solani と相同性が 99～100%一致し、形態による同定結果を支持した。また、
いずれの分離菌の菌糸も Rhizoctonia solani AG-2-2（ⅢB）と複数カ所菌糸融合した。2 週
間後の PDA培地の培養菌叢は、茶褐色で輪紋を呈し、PDA培地上での菌叢生育は 10～35℃
で認められ、生育適温は 30℃であった。 
これらの形態的特徴および遺伝子解析等の結果から、各分離菌株を Rhizoctonia solani 













は、Colletotrichum gloeosporioides 種複合体と 100%相同性が一致した。形態的特徴と各
種試験結果から病原菌を Colletotrichum gloeosporioides species complex と同定し、平成
25年度日本植物病理学会 関東部会および関東東山病害虫研究会報第64集(2014)において、
本病を同種複合体による新病害「炭疽病（Anthracnose）」として報告した。さらに、TUB2
（β-tubulin 2）、ACT（actin）および CAL（calmodulin）の 3 領域の相同性解析を行い、
同種複合体のうち C.siamense （C.hymenocallidis）と 99～100%相同性が一致したことか



















隔壁 2 細胞、大きさ（長径×短径）10～15×5.0μm（12.5×5.0）のおよそ 8 個の子嚢胞子
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育し、生育適温は 27.5℃であった。遺伝子解析を行った結果、Fusarium solani および
Haematonectria ipomoeae と高い相同性を示した。 
これら病徴、標徴および形態的特徴と遺伝子解析等の結果から、パッションフルーツか
らの分離菌は Fusarium solani species complex および Haematonectria ipomoeae Halst. 
と推測したが、Haematonectria ipomoeae の不完全世代は Fusarium striatum とされ、
















theobromicola と 100%相同性が一致した。 
これら形態的特徴および遺伝子解析等の結果から、アテモヤ果実腐敗症状の分離菌を
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